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バ
中
世
都
市
の
市
民
が
、
領
主
へ
の
封
建
的
刊
誌
厳
か
ら
解
放
さ
れ
、
白
川
市
楢
を
獲
得
す
る
と
い
う
経
過
は
、
地
域
に
よ
う
て
、
さ

ち
に
細
か
く
い
う
と
．
都
市
白
一
つ
一
つ
に
よ
っ
て
、
事
情
を
こ
と
に
す
る
も
の
で
る
る
。
都
市
の
自
治
擢
は
領
主
よ
り
の
芹
許
献
に
ま
拐
さ

れ
る
と
い
わ
れ
る

Jt
都
市
特
許
献
は
、
営
該
都
市
の
特
殊
な
環
境
の
所
産
で
あ
り
、
軍
大
な
る
紛
争
の
解
決
を
目
的
と
す
る
か
、
或
は
そ
れ

が
授
典
さ
れ
た
時
、
問
題
と
な
っ
て
い
た
事
柄
だ
け
を
と
り
扱
ツ
た
も
の
が
多
い
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
そ
れ
は
公
都
市
生
活
を
包
含
し
た
も

の
で
は
な
い
。
た
だ
そ
れ
が
、
主
要
な
問
題
に
沿
い
て
、
若
干
の
原
理
を
公
式
化
し
て
い
る
黙
に
沿
い
て
、
都
市
法
と
い
う
系
統
的
な
法
体
系

の
母
胎
と
な
る
り
で
あ
る
が
、
そ
れ
自
体
と
し
て
は
個
別
的
な
も
白
で
あ
る
。
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中
世
都
市
に
お
け
る
市
民
と
政
治

豆E

の
み
な
ら
示
、
特
許
献
は
諸
楼
利
の
草
な
る
骨
組
で
あ
っ
て
、
特
許
献
の
規
定
の
周
囲
に
は
、
成
文
化
さ
れ
な
い
諸
擢
利
、
詩
慣
習
が
附
属

し
て
沿
り
、
そ
れ
が
結
え
ざ
る
護
展
を
つ
づ
け
る
の
で
あ
る
0

年
代
記
者
ガ
ル
ベ
ー
ル
の
報
や
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
ブ
ラ
ン
ド
ル
伯
が
一
一

二
七
年
サ
ン
＠
ト
メ
ー
ル
の
市
長
た
ち
に
許
容
し
た
も
の
の
う
ち
に
、

駐
－

文
言
が
あ
る
。
ま
と
と
に
都
市
法
心
琵
農
は
、
嘗
該
都
市
の
倒
別
的
な
事
情
に
か
か
っ
て
い
る
の
で
る
る
。

「
：
：
：
か
れ
ら
の
都
市
法
を
日
々
に
訂
正
す
る
権
利
を
j
a
－
－
？
一
と
い
う

都
市
の
封
建
的
義
務
か
ら
の
解
紋
の
さ
れ
方
、
都
市
自
治
の
限
界
は
、
概
括
的
に
い
え
ば
、
都
市
所
在
地
方
心
地
域
統
一

D
国
さ
、
領
主
。

封
建
的
支
配
心
強
弱
と
相
閥
、
三
係
に
あ
る
と
、

い
え
る
で
あ
る
う
。
制
主
支
配
力
が
強
い
場
合
は
、

都
市
自
治
は
弱
く
、
、
ま
た
致
認
が
沿
く

れ
て
領
主
権
力
が
微
弱
な
場
合
は
、
都
市
自
治
は
設
速
が
早
く
、
ま
た
担
問
で
あ
る
。
地
域
的
に
い
え
ば
、
一
一
i
ダ
i
ラ
シ
ド
と
か
、
ド
イ
ツ

ド
ナ
ウ
南
河
流
域
一
一
出
N
Y
L

心
封
建
的
統
一
の
一
闘
い
と
こ
ら
で
は
、
諸
都
市
は
一
平
く
か
ら
高
度
の
自
治
植
を
え
て
い
た
が
、
フ
ラ
ン
ス

D
ラ
イ
ン
、

中
南
部
と
か
イ
ン
グ
ラ

γ
ド
の
よ
う
な
、

一
ο悶
い
と
こ
ろ
で
は
、
都
市
自
治
の
程
度
が
弱
く
、
特
許
蹴
は
典
え
ら
れ
て
も
、
領
、
王

へ
の
封
恐
的
一
一
氏
お
か
」
完
全
に
免
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

イ
ク
ソ
ア
の
場
合
で
い
う
と
、

南
部
と
中
北
部
で
は
‘
か
な

9
事
憶
が
こ
と
な
っ
て
い
る
ョ

中
北
部
。
ロ
ン
パ
ル
デ
ィ
ア
、

ト
ス
刃
ナ
地

方
、
こ
と
広
ロ
ン
パ
ル
デ
ィ
ア
で
は
、
巴
一
一
L1V
、

の
封
抗
関
係
引
封
建
的
一
位
九
右
引
く
し
℃
、
都
市
白

。

は
手
く
か
ら
ι長
し

ぃ
。
兆
部
イ
タ
リ
ア
で
は
、
名
儲
上
一
山
一
式
控
者
は
昼
夜
で
あ
る
が
、
皇
帝
支
配
は
一
都
宮
上
、
出
小

ρ
諸
伯

5
2
2
t
広
よ
っ
て
代
遅
さ
れ
る
Q

皇
帝
極
力
は
こ
れ
ら
一
諸
伯
を
担
割
す
る
に
は
足
り
る
夕
、
都
市
へ
む
支
配
に
は
力
九
店
主
ば
な
い
。
都
市
は
こ
れ
ら
諸
伯
の
一
議
力
に
封
抗
し
て
、

白
熱
擢
を
充
分
に
揖
充
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
と
に
十
一
世
紀
口
か
の
翠
職
以
往
認
争
議
。
際
は
、
都
市
白

ゆ
た
め
の
結
好
機
で
あ

り
、
ロ
ン
パ
ル
デ
ィ
ア
の
詩
都
市
、
ミ
ラ
ノ
に
し
て
も
、

シ
エ
ナ
広
し
て
も
、
ピ
サ
な
ど
に
し
て
も
、
と
の
十
一
世
紀
に
ほ
と
ん
と
完
全
な
白

治
構
を
え
て
い
る
。

こ
れ
に
反
し
て
、
首
都
イ
タ
リ
ア
の
ナ
ポ
リ
、
ま
た
は
シ
シ
リ
ア
に
し
て
も
、
は
じ
め
に
ノ
ル
マ
ン
人
巴
よ
る
北
欧
型
の
封
建
閤
家
叩
出
立
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さ
れ
、
つ
い
で
シ
ュ
タ
ウ
フ
ェ
ン

の
支
配
に
う
つ
り
、
さ
ら
に
ア
ン
ジ
ュ
ゥ
、
ア
ラ
ゴ
ン
雨
家
に
一
け
制
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
邸
、
い
封

ィコ 建
た号自句
u必言:ft

い
わ
ゆ
る
「
結
割
主
義
的
」
模
力
の
下
に
、
白
山
都
市
は
ほ
と
ん

E
知
ら
れ
な
か
っ
た
。
事
的
は
や
町
長
領
に
・
な
い
て
も
同
様
で
あ

地
域
的
な
せ
一
品
選
ば
か
り
で
は
な
い
。
都
市
日
常
の
程
度
は
a

都
市
の
琵
誌
に
偵
値
ど
認
め
る
封
建
領
本
一
個
人
の
積
料
的
な
都
市
政
策
、
の
ち

の
所
謂
関
邦
政
策
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
し
、
世
俗
領
で
あ
る
か
、
宗
教
偵
明
、
包
め
る
か
に
よ
っ
て
も
、
こ
と
な
る
の
で
あ
る
。
社
俗
領
で
は
一

般
に
都
市
日
常
心
成
立
予
平
い
の
に
封
し
で
、
｛
一
ポ
敬
一
引
の
都
市
、
す
な
わ
ち
所
謂
司
教
叫
市
で
は
、
領
、
主
の
影
響
力
が
い
つ
ま
で
も
都
市
内
陀

の
こ
ハ
ノ
て
、
解
放
が
充
一
ん
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
十
二
、
一
一
一
世
紀
に
反
領
主
的
た
拭
乱
、
自
治
構
涜
得
の
暴
「
却
が
沿
こ
っ
た
の
が
、
だ
い

註
3

た
い
巳
沿
い
て
、
司
教
都
市
に
か
ぎ
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
o

さ
て
都
市
が
領
主
健
力
か
ら
解
放
さ
れ
、
都
市
自
治
が
成
立
す
る
と
、
都
市
自
治
を
施
行
す
る
機
関
と
し
て
、
市
参
事
会

。
。
雪
印
店
長
引

生
ま
れ
る
c

ー
が
い
ま
だ
領
主
の
楳
力
下
に
ら
る
場
合
に
は
、
領
主
槙
力
の
代
理
者
、

施
行
者
と
し
て
、

題
常
代
ん
パ

J
q
c
h
1
・
が
沿
か
れ
て

a
p
 

い
た
か
ら
都
心
山
巴
治
沢
一
成
立
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
具
体
的
に
は
代
官
の
樺
力
が
市
参
事
舎
に
移
う
た
こ
と
を
意
向
一
す
る
。

に
訟
け
る
代

官
は
問
主
模
カ
の
代
行
者
で
あ
る
か
ら
、
か
な
ら
や
し
も
都
市
本
来
の
住
民
で
あ
る
こ
と
を
必
要
と
せ
ヂ
、
む
し
ろ
近

在
ぜ
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
そ
の
任
務
は
、
謀
役
、
投
宿
義
務
等
D
封
建
的
構
利
。
渇
求
者
で
あ
り
、
ま
た
裁
判
写
訟
の
施
行
者
で
も
あ

。
封
建
貴
族
が

っ
た
。
後
者
の
裁
判
事
詩
b
L

代
官
が
執
行
し
た
と
い
う
知
、
都
市
が
一
般
的
危
封
建
的
法
体
系
か
ら
い
ノ
離
し
た
法
践
で
あ
？
た
と
い
う
と
と

は
、
都
市
に
と
っ
て
重
大
な
こ
と
で
あ
っ
た
G

し
か
し
そ
れ
に
し
て
も
、
代
官
の
都
市
行
政
は
、
都
市
と
い
う
集
園
生
活
乞
律
す
る
た
め
り
最
小
限
心
任
務
で
あ
っ
て
、
中
世
都
市
に
と
っ

て
は
、

さ
ら
に
蕊
大
な
都
市
内
外
の
経
済
政
策
の
決
定
と
い
う
よ
う
な
仕
事
は
、
代
官
の
仔
‘
務
の
封
駒
郡
と
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
代
官
は
領

今
一
樫
力
の
代
行
者
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
か
な
ら
ヂ
し
も
、
都
市
民
と
割
抗
関
係
に
立
つ
も
の
で
は
な
く
リ
通
常
は
む
し
ろ
領
主
の
利
害
と
市

中
世
都
市
に
お
け
る
布
・
民
と
政
治
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中
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段
、
或
は
リ
ン
ク
す
る
よ
う
な
巾
問
者
と
し
て
の
役
割
た
果
す
こ
と
が
多
か
っ
た
。
最
初
は
悦
主
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
、
市

民
に
う
け
い
れ
ら
れ
た
も
3

が
、
市
民
に
よ
っ
て
え
ら
ば
れ
る
乙
と
に
も
な
る
ο

つ
ま
り
代
背
は
領
主
擢
力
の
弼
さ
、
領
主
の
都
市
へ
の
打
ち

註
8
争

力
の
間
出
の
バ
ラ
ン
ス
の
土
に
立
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

民
口
利
害
と

込
μ

rj) 

そ
し
て
代
官
の
踊
政
か
ら
市
多
荒
舎
へ
の
加
政
へ
の
摂
移
も
宅
時
代
を
却
す
る
事
件
、
或
い
は
革
命
的
注
目
問
草
に
よ
っ
て

な
く
、
政
所
的
経
済
的
危
機
応
際
管
し
て
、
代
官
が
市
政
ど
さ
さ
え
明
れ
す
、
市
民
の
う
ち
も
っ
と
も
経
済
的
霊
力
を
そ
な
え
、
金
町
闘
力
に
官

し
た
の
で
は

み
、
日
一
つ

章
一
翠
に
な
い
て
も
秀
で
に
も
の
が
、
市
政
に
参
奥
し
、
そ
の
参
輿
機
闘
が
擁
充
さ
れ
て
も
市
参
事
会
の
成
立
と
浸
る
の
で
あ

吋

Q

O

R

一
帝
な
ど
に
よ
る
特
許
哉
の
授
輿
と
か
、
市
場
法
、
都
市
法
の
成
立
と
か
は
、
な
る
ほ
と
一
つ
の
時
代
女
割
、
γ
る
、
同
民
草
的
な
外
観
を
長

ず
る
が
、
市
民
自
治
0
4阿
容
は
、
特
許
航
、
都
市
出
の
開
設
に
累
積
さ
れ
た
慣
習
に
あ
る
の
で
め
っ
て
、
特
許
取
、
都
市
法
の
背
後
に
あ
る
潮

山
内
凡
な
一
弟
誌
の
九
時
、
艮
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

十
山
参
事
曾
の
組
織
は
民
主
々
話
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
ヰ
く
自

コ
ム

l
ネ
一
宮
形
成
し
た
イ
タ
リ
ア
で
は
、
そ
の
黙
が
最
も
顕
著
で
あ

っ
た
と
も
い

b
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
的
人
主
誌
に
根
ざ
す
近
代
的
な
そ
れ
で
な
い
に
し
℃
も
で
あ
る
。

朝
刊
も
あ
き
ら
か
で
『
な
い
が
、
た
だ
そ
の
佼
置
が
d
J
T
J
し
も
特
定
宗
放
に
よ
っ
て
占
有
さ
れ
や
、
且
つ
ま
た
市
民
代
表
と
し
て
認
め
ら
れ
に
と
い

う
黙
で
、
民
主
主
義
と
い
っ
て
よ
い
か
も
知
れ
な
い
G

し
か
し
自
治
機
構
が
掠
充
す
る
と
、
山
参
事
曾
メ
ン
バ
ー
の
位
置
は
、
漸
攻
特
定
家
族

の
メ
γ
パ
l
k選
ぶ
規
定
も
憤

に
よ
う
て
占
有
さ
れ
、
骨
一
襲
さ
れ
、
新
し
い
メ
ン
バ
ー
の
加
ヘ
の
担
苔
と
い
う
封
鎖
的
性
質
が
露
骨
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
市
政

教
家
族
に
よ
う
て
満
山
さ
れ
、
集
中
の
過
程
が
一
組
賄
に
謹
し
て
罪
頭
政
治
と
な
る
。
と
う
し
た
貼
は
、
都
市
の
一
環
展
に
と
も
な
う
市
民
の
階
唐

分
化
白
報
知
か
ら
考
察
し
由
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
川
。
こ
の
黙
は
後
述
す
る
。

イ
タ
リ
ア
で
は
、
の
ち
に
な
る
と
‘
ト
け
代
ギ
リ
シ
ア
の
ポ
リ
ス
り
民
舎
に
類
似
し
た
、
全
市
民
的
な
構
成
を
も
っ
l
l
s
匂川口－

U
5
0口付
5
3
・

no口
の
｛
。
憎
め
O
ロ山円以ロロ
J

同
ぬ
伶
口
⑦
「
白
目
。

と
さ
ま
ざ
ま
に
よ
ば
れ
る
市
民
合
一
説
明
生
ま
れ
た
Q

こ
の
民
舎
は
民
主
政
治
の
臨
充
の
よ
う
な
外
観
乞
長
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し
、
ま
た
そ
白
よ
う
な
震
体
を
そ
な
え
た
場
人
口
も
あ
ヲ
た
。
た
と
え
ば
、
フ
ロ
レ
ン
ス
の
政
令
に
あ
ら
わ
れ
た
民
合
の
動
き
の
ご
と
き
が
、
時

に
よ
っ
て
は
そ
う
で
あ
ワ
た
ο
し
か
し
事
置
に
沿
い
て
は
、
民
主
政
払
わ
が
危
機
に
源
し
、
相
裁
政
治
に
移
行
し
よ
う
と
し
た
場
合
に
プ
生
ま
れ

t
r
s
 

た
と
と
が
多
く
、
調
裁
政
治
を
生
み
出
す
母
胎
と
す
ら
な
っ
た
の
で
あ
る
ο

フ
ロ
レ
ン
ス
の
犬
許
議
官
で
あ
る
七
十
人
曾
印
。
叶
円
山
口

E

ン
ツ
ォ
・
デ
ィ
・
メ
デ
チ
の
創
設
に
か
か
り
、
貸
出
民
的
に
は
、
メ
ヂ
チ
家
の
調
裁
政
治
の
翼
賛
的
な
機
関
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
に
、
イ
タ
リ
ア

も
ロ
レ

諸
都
市
に
多
く
見
ら
れ
る
院
舎
を
、
た
だ
ち
に
民
主
三
設
の
擁
充
と
見
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

さ
て
以
上
忙
の
べ
た
中
刊
都
市
の
民
主
政
炉
、
寡
頭
政
治
、
そ
れ
か
ら
イ
グ
リ
ア
に
し
ば
し
ば
あ
ら
、
P
れ
る
狙
裁
政
治
へ
の
移
行
、
そ
の
下

の
が
、
こ
の
小
篇
の
目
的
で
あ
る
。

に
た
け
る
市
民
と
政
治
の
む
す
び
ヴ
き
を
、
イ
グ
リ
ア
諸
都
一
巾
の
場
A
n
に
ハ
J

い
て
｜
｜
北
険
都
市
と
の
叫
比
較
に
む
い
て
、
概
制
し
よ
う
と
す
る

註
－

「
三
門
出
自
由
ロ
任
命
日

noEロ
白
神
包
山
口
由
民
国
留
】
再
開
白
山
田
己
目
白
円
。
円
円
－

mAW5E
一
回
・
虫
円
巾
ロ
ロ
叩

wHvgJL－Z
Qロ
5
0苫
ロ
国
関
白
戸
円
四
国

丘
ロ
白
血
叩
片
戸
四
国
間
口
明
己
E
Z
cロ
回
口
同
σ白
山
口
白
夕
、
H
，D
自
由
ア
ヲ
ム
注
目
｝
）

「
特
許
扶
は
歓
陥
に
満
ち
て
い
た
。
そ
れ
ら
は
秩
序
主
も
髄
系
吾
も

目
指
し
た
も
の
で
は
な
か
ワ
た
Q

わ
れ
わ
れ
は
そ
れ
ら
特
許
妖
の
中

に
、
た
と
え
ば
ロ

l
マ
法
が
十
二
表
法
が
ら
発
展
し
た
よ
う
な
・

ω

ち
の
愛
反
心
母
胎
と
な
る
基
本
的
な
原
理
を
後
見
す
る
必
要
は
な

い
1

」

〈

同

容

）

、

イ
9
0
ア
中
世
都
市
の
概
観
に
つ
い
て
は

わ・
4
司・阿

V34目
立
の
江
口
ロ

w
4
Z
H
E－
sn日仲
間
由
民
足
。
・
－
れ
き
・

（m
U
白
同
ロ
ヴ
門
戸
内
凶
岡
町
宮
町
品
目
。
〈
払
呂
田
S々
、
〈
O
H
・
く
し
参
照

著
名
な
例
正
し
て
は
一

O
七
四
年
の
ケ
ル
シ
市
民
の
大
司
教
泡
放
。

2 3 

中
世
都
市
に
お
け
る
市
民
と
政
治

4 

暴
動
。
ま
た
シ
ュ
バ
イ
エ
ル
の
ご
正
き
は
ツ
い
に
市
民
自
治
は
成
立

し
な
か
っ
た
o

地
方
領
主
の
都
市
支
配
擦
そ
の
も
ゆ
が
、
時
限
容
に
い
え
ば
、
図
王
代

官
職
（
フ
オ
グ
ト
職
）
な
の
で
あ
る
ο
市
民
間
醐
肢
の
布
政
に
封
す
る

か
か
わ
習
方
は
‘
具
曲
目
的
に
は
．
フ
オ
グ
ト
職

ω
職
持
執
行
に
封
す

る
椅
助
的
乃
至
監
閥
的
hu
意
味
の
も
の
が
ら
、
フ
オ
グ
ト
職
の
位
置

を
奪
っ
て
主
鶴
的
な
市
政
の
ト
レ
1
ガ
ー
た
る
に
至
る
、
と
い
う
過

程
？
滋
聞
出
し
た
o
ぞ
れ
が
市
民
自
治
の
成
立
な
の
で
あ
る
c
拙
稿

「
ア
ウ
グ
ス
プ
ル
グ
に
お
け
る
帝
図
都
市

ω
成
立
」
（
史
淵
第
五
十

九
集
〉
参
照

第
三
章
参
照

5 

五
五
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中
世
都
市
に
お
け
る
市
民
正
政
治

f
E

六

ヨ
ー
ロ
ヴ
パ
’
m
世
都
市
hw町
、
そ
の
市
民
構
成
、
べ
う
し
て
身
品
川
別
構
成
に
つ
い
て
問
題
と
す
る
場
合
、
ド
イ
ツ
都
市
を
典
型
と
し
、

－
一
フ
ン
ド
、
フ
ラ
ン
ヌ
中
北
部
、
イ
シ
グ
ラ
シ
ド
の
諸
都
市
を
含
む
北
欧
型
都
市
と
も
イ
タ
リ
ア
都
市
を
典
型
と
し
、
南
偶
都
市
を
合
む
南
蹴

都
市
に
類
型
仮
公
ず
る
こ
と
は
、
き
わ
め
て
合
目
的
的
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
と
O
こ
と
は
す
で
に

M
＠
ウ
ェ

l
メ
ー
の
指
摘
す
る
と
と
ろ
で

詫
2

あ
り
、
日
＠
ザ
」
レ
ン
ヌ
も
ま
た
と
れ
な
肯
定
し
て
い
る
。
ウ
ェ

l
バ
ー
は
こ
れ
ら
二
類
型
を
弔

R
都
市
目
。
『
す

2
2去
と
貴
族
都
市
の
2 グ

nr～onvg円
伊
丹
江
去
な
る
概
念
に
よ
っ
て
担
え
た
。

け
だ
し
北
敵
郡
一
都
市
は
、

市
民
の
構
成
が
翠
純
で
あ
っ
て
、

そ
の
商
人
的
性
絡
が
貫
徹
し

て
な
り
、
都
市
の
経
済
的
性
柊
に
錨
医
し
た
自
治
体
を
も
ち
ブ
且
っ
そ
れ
を
合
判
明
化
す
ろ
こ
と
に
成
功
し
た
。
封
忍
貴
族
と
釘
抗
関
係
に
あ
る

商
人
の
同
質
的
没
曲
川
市
園
都
給
と
し
て
、
北
殴
型
都
市
は
ま
さ
に
プ
レ
プ
ズ
－
な
る
古
典
的
な
語
を
冠
す
ろ
一
千
民
都
市
と
よ
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
、
と

い
う
の
で
あ
る
。

中
世
の
北
欧
に
沿
い
で
か
、
悶
主
、
領
、
王
や
そ
の
法
臣
閣
が
、
都
市
に
定
住
す
る
慣
習
は
な
か
っ
た
。
か
の
カ
ー
ル
犬
帝
が
ア
l
ヘ
ン
の
居

牲
を
受
如
し
、
氏
較
的
な
が
く
そ
の
地
に
駐
留
し
た
た
め
、
ア

I
へ
γ
の
町
が
鎮
祭
し
て
建
勢
物
、
諸
加
誌
に
偉
取
を
日
一
I
L
た
と
と
は
著
名
な

（詫
3

、

官明r
F

官
、
で
あ
る
古
、
そ
れ
は
む
し
あ
例
外
的
な
宮
市
宜
で
あ
っ
た
。
（
に
づ
い
て
も
同
様
に
都
市
が
そ
の
永
践
的
な
民
住
地
と
な
る
こ
と
は
稀
れ

で
あ
0
・た
o

且
ワ
稀
れ
に
都
市
に
居
住
し
た
領
、
玉
、
騎
士
も
、
や
が
て
都
市
居
住
の
宏
一
誌
を
認
め
な
く
ゑ
り
、
十
二
世
紀
頃
に
は
、
都
市
を
棄

註
4

て
て
外
部
の
軍
事
施
設
に
移
う
て
い
っ
た
。
そ
の
軍
事
加
誌
は
多
く
は
山
岳
地
方
に
設
け
ら
れ
て
、
立
地
的
に
都
市
化
悲
展
し
な
い
の
が
普
通

生
b

で
る
っ
た
し
か
く
て
北
附
型
は
領
主
の
軍
事
的
捺
貼
の
意
味
を
も
た
た
い
か
ら
、

Mm
主
の
た
め
の
軍
事
施
設
を
欠
い
て
い
る
。
都
市
は
そ
の
周

還
に
国
産
や
誌
な
も
わ
J

た
が
、
そ
れ
は
市
民
集
落
を
防
衛
す
あ
た
め
の
市
民
の
施
設
で
あ
っ
て
、
領
主
の
軍
事
施
設
で
は
な
い
。
後
述
す
る
よ

註
6

う
な
、
ィ
ダ
リ
ア
都
市
に
見
ら
れ
る
域
略
や
峨
郭
的
な
居
館
の
な
い
の
が
、
北
欧
都
市
の
景
観
の
特
悦
俄
で
あ
っ
た
。

ま
た
都
市
周
謹
心
騎
士
菅
族
が
領
主
の
た
め

ρ
、
と
と
に
｛
一
目
駒
領
主
の
代
官
と
し
て
、
都
市
行
政
に
参
興
し
た
と
と
は
事
責
で
あ
る
が
、
市

library
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library
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library
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民
自
治
の
成
立
後
は
支
配
者
厨
と
し
て
の
存
在
は
解
消
し
、
市
民
中
に
溶
け
と
ん
で
行
〈
白
が
普
通
で
あ
っ
た
。
と
れ
ら
の
都
市
支
配
の
機
構

を
構
成
し
た
ミ
－
一
ス
テ
リ
ア
ル
の
韓
化
を
ふ
く
む
騎
士
等
放
が
都
市
内
に
存
在
し
た
こ
と
も
事
賢
で
あ
る
が
、
し
か
し
と
の
騎
士
等
挨
は
市
民

暦
の
内
部
か
ら
分
化
し
た
も
の

m騎
士
と
し
て
の
擬
制
を
示
す
場
合
が
多
く
、
椴
り
に
騎
士
身
分
出
身
の
も
の
で
あ
っ
て
も
、
市
民
圏
の
内
部

位
T

に
特
殊
身
分
と
し
て
の
集
圏
を
結
成
す
る
こ
と
は
稀
れ
で
あ
っ
た
。
ま
た
多
く
の
北
欧
型
都
市
は
、
す
く
な
く
も
そ
の
一
時
代
に
、
貴
校
閤
休

・
と
よ
ば
れ
う
る
、
自
治
機
構
を
鶴
市
す
る
‘
一
群
の
世
合
一
降
閣
を
も
っ
た
こ
と
は
あ
る
が
、
そ
れ
も
ま
た
騎
士
身
分
か
ら
の
時
化
と
い
う
上
う
も
品

起
原
を
一
般
的
に
は
も
た
歩
、
市
民
唐
の
中
か
ら
析
出
し
た
‘
商
人
圏
休
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ

τ、
北
欧
型
都
市
に
沿
い
て
は
、
騎
士
的
要

棄
の
ム
仔
在
は
例
外
的
で
あ
り
、
か
り
に
そ
れ
が
存
在
し
て
も
、
市
民
圏
中
の
特
殊
身
分
を
形
成
せ
夕
、
自
常
組
織
へ
の
か
か
わ
り
方
は
消
極
的

で
る
り
‘
市
民
と
政
治
の
闘
蓮
か
ら
見
る
時
、
特
殊
な
存
在
意
義
を
も
っ
き
の
で
は
な
か
っ
た
。

と
れ
に
劃
し
て
、
ウ
ェ

I
メ
ー
が
貴
族
都
市
と
規
定
し
た
南
欧
型
都
市
は
、
市
民
構
成
に
な
い
て
、
北
防
型
都
市
と
頗
る
と
と
な
る
も
の
h
f

も
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
イ
タ
リ
ア
都
市
が
封
建
貴
族
と
い
う
誕
質
的
要
素
を
市
民
中
に
匂
揖
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
イ
タ
ワ
ア
都
市

と
い
っ
て
も
、
前
章
で
も
ふ
れ
た
ョ
南
伊
の
ノ
ル
マ
ン
支
配
の
暁
カ
の
下
に
麗
倒
せ
ら
れ
て
自
由
都
市
に
展
開
し
え
な
か
っ
た
ナ
ポ

p
、
ア
マ

ル
フ
ィ
、
パ

F
、
プ
リ
ン
デ
ィ
ッ
シ
、
バ
レ
ル
モ
等
の
諸
都
市
は
例
外
で
あ
る
し
、
北
伊
で
も
、
少
か
ら
ざ
る
外
来
貴
族
を
む
か
え
な
が
ら
、

毘
S

商
業
貴
族
の
強
カ
な
る
寡
頑
支
配
と
い
う
北
欧
型
都
市
の
政
情
体
制
を
終
始
塑
え
る
と
と
り
な
か
っ
た
ず
エ
一
一
一
ス
も
ま
た
例
外
で
あ
る
。

さ
て
中
北
伊
に
た
げ
る
封
建
貴
族
の
都
市
へ
の
流
入
は
す
で
に
十
二
世
紀
に
き
ざ
し
て
い
る
が
、
そ
れ
Hm
大
量
に
あ
ら
わ
れ
た
の
は
十
一
一
一
世

杷
の
後
宇
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
ド
イ
ツ
諸
皇
帝
の
イ
グ
F
ア
政
策
の
結
果
と
し
て
北
伊
に
成
立
し
た
グ
ル
マ
ン
貴
族
の
支
配
は
‘

ギ
ベ
ロ
シ
封
グ
ル
フ
白
絶
え
ぎ
る
闘
争
に
ょ
う
て
勢
力
を
損
じ
、
フ
ロ
ー
ト
リ
ッ
ヒ
二
世
の
死
二
二
五

O
）
に
よ
っ
て
封
建
的
勢
力
と
し
て

の
ギ
ベ

P
ニ
ズ
ム
が
彩
色
符
を
打
ち
、
ゲ
ル
マ
ン
系
上
被
貴
族
が
浪
落
し
た
の
を
轄
機
と
し
て
、
上
級
貴
族
の
周
遊
に
あ
っ
た
下
殻
騎
士

J
F守
包
曲
。
『

2
が
所
領
を
は
な
れ
て
、
グ
ル
フ
化
す
る
か
、
都
市
に
流
入
す
る
か
を
決
す
る
運
命
に
沿
い
や
ら
れ
た
。
・
か
く
し
て
こ
れ
ら
下
級

中
世
都
市
に
お
け
る
市
民
と
政
治

豆王
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中
世
都
市
に
お
け
る
市
民
と
政
治

五
八

騎
士
群
は
白
ら
の
殻
意
に
よ
り
或
は
招
か
れ
て
、
時
に
よ
っ
て
は
強
制
に
よ
っ
て
、
農
村

2
3
2仏。

農
村
貴
族
」

か
ら
都
市
に
流
入
し
て
、
都
市
内
の
「

凸
C
D円
山
内
凶
日
H
M
O

と
な
り
、
都
市
防
衛
の
任
に
あ
た
る
Q

そ
の
個
々
の
具
体
的
な
率
的
は
、
毎
年
一
史
新
の
契
約
に
よ
っ
て
都
市
防
衛

に
あ
た
ら
せ
ら
れ
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
玄
で
あ
る
が
、
兎
に
角
都
市
と
し
て
は
、
外
部
よ
り
の
結
え
ざ
る
脅
威
、
批
舎
不
安
等
の
事
情
に
よ
っ
て
、

註
9

か
れ
ら
の
利
用
を
必
要
と
し
た
り
で
あ
っ
た
。
都
市
内
の
コ
ン
タ
デ
ィ
ノ
は
や
が
て
「
グ
ラ
シ
デ
イ
」
と
よ
ば
れ
て
市
民
中
の
有
力
な
る
枇
命
日

暦
を
形
成
し
、
軍
事
的
勤
務
だ
け
で
な
し
に
、
市
政
一
般
に
封
ず
る
寝
言
擢
を
増
穴
し
、
つ
い
に
市
政
組
織
を
鍋
占
す
る
に
至
る
。
い
わ
ゆ
る

「
コ
ン
グ
ド
の
征
服
」

FhH
口
。
出
ぬ
ロ

f
g
仏
OMgロ
釘
仏
。
で
あ
る
。
と
の
事
態
が
も
っ
と
も
典
型
的
に
あ
ら
わ
れ
た
の
は
、
北
伊
、
な
か
で
も

世
ン
パ
ル
一
ア
ィ
ア
、

つ
い
で
中
部
イ
タ
り
ア
の
諸
都
市
で
あ
っ
た
。

グ
ラ
シ
ヂ
ィ
と
い
う
盟
関
質
的
な
騎
士
貴
族
を
市
民
中
に
含
ん
だ
た
め
、
イ
ダ
リ
ア
諸
都
市
は
北
欧
都
市
に
比
し
て
、
き
b
め
て
異
色
あ
る
景

観
を
呈
し
た
。
都
市
内
の
グ
一
ワ
シ
デ
イ
の
居
館
（
バ
ラ
？
ツ
ォ
）
は
単
な
る
佐
屈
で
は
左
く
、

一
日
間
白
城
郭
で
あ
り
‘
ま
た
い
州
郭
で
あ
る
こ
と

を
象
徴
す
る
城
塔
が
そ
び
え
て
い
た
。
パ
ラ
ッ
ツ
ォ
に
住
む
グ
ラ
ン
デ
ィ
は
市
民
か
ら
「
城
塔
組
」

ωc♀
2
5
門
凶
作
目
ぽ
宮
司
ぬ
と
よ
ば
れ
る
。

ま
た
パ
ラ
ッ
ツ
ォ
川
下
町
の
特
同
時
な
景
観
を
な
す
ほ
ど
沿
び
た
だ
し
く
多
川
訟
で
も
あ
っ
た
Q

バ
グ
ィ
ア
は
「
百
塔
の
町
」
と
し
て
知
ら
れ
、
ボ
ロ

品
ァ
は
百
八
十
の
塔
乞
も
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
ヴ
エ
ロ
ナ
は
七
百
の
塔

K
も
う
ζ

と
を
誇
り
、
一
一
五
四
年
ピ
ザ
を
訪
れ
た
般
行
者
は
、
こ
D

註
羽

町
部
外
敵
に
軒
し
ま
た
内
範
に
そ
な
え
て
一
高
の
塔
を
も
っ
た
と
記
録
し
た
し
こ
れ
ら
の
教
の
あ
る
も
の
は
も
ち
ろ
ん
は
な
は
だ
し
い
誇
張
で

あ
る
う
が
、
諸
都
市
宮
特
呉
な
景
観
を
長
し
て
い
た
こ
と
を
推
定
す
る
に
足
る
で
あ
ろ
う
。

さ
て
グ
ラ
ン
デ
ィ
は
そ
の
存
在
の
基
盤
を
都
市
周
F

握
部
の
土
地
所
有
‘
地
代
牧
入
に
た
く
の
で
あ
る
が
、
か
れ
ら
は
そ
の
所
領
に
な
け
る
封

建
的
樺
利
や
慣
行
乞
都
市
内
に
も
ち
こ
ん
で
設
定
し
よ
う
と
し
、
ま
た
か
れ
ら
相
γ
一
の
る
い
だ
の
法
一
戦
ー
を
も
都
市
内
に
も
ち
こ
ん
だ
。
か
れ
ら

騎
士
費
按
と
し
℃
の
生
活
意
識
、
わ
け
で
も
替
利
泊
求
の
T

判
定
は
、
経
済
圏
休
曹
と
し
て
の
都

ωの
集
国
組
織
を
合
型
化
し
て
、
商
工
業
の
管
制

に
ま
い
準
し
よ
う
と
す
る
コ
ン
ム

i
ネ
本
来
の
市
民
（
ポ
ポ
ロ
〉

D
生
活
意
識
と
矛
盾
す
る
と
と
は
嘗
然
で
あ
る
。
こ
と
に
か
れ
ら
の
役
割
が
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都
市
防
衛
の
鞍
士
た
る
こ
と
か
ら
、
都
市
行
政
の
ト
レ

l
ガ
l
た
る
こ
と
に
韓
践
し
、
か
れ
ら
の
都
市
支
配
恨
ポ
ポ
ロ
の
経
梢
活
動
を
抑
制

L
．
都
市
活
動
の
新
事
態
、
い
わ
ゆ
る

Z
口。

g
の
2
S
に
趨
臆
す
る
こ
と
を
こ
ぼ
ん
だ
時
、
ポ
ポ
ロ
の
抵
抗
乞
よ
ば
ざ
る
を
え
な
か
ワ
た
。

尤
も
グ
ラ
ン
デ
ィ
白
下
級
の
も
の
の
中
に
は
、

も
の
も
あ
る
ん
叩
グ
ラ
ン
デ
イ
の
階
庶
と
し
て
の
変
化
は
ポ
ポ
戸
と
あ
い
容
れ
な
い
の
で
あ
る
o

反
捜
す
る
の
一
、
下
、

Z
Z
G
く
お
の

2
g
に
趨
一
隠
し
て
）
紹
ム
口
〉
吋
立
に
加
入
し
、
ポ
ポ
ロ
の
中
に
と
け
こ
ん
で
行
く

こ
の
グ
ラ
ン
デ
ィ
の
都
市
支
配
に
釘
し
て
長
匡
一
間
か
ら
一
釘

t一し、

ポ
ポ
ロ
の
う
ち
の
官
裕
商
人
、

チ
ヱ
議
ギ
ル
ド
の
税

方
‘
企
業
誌
を
つ
つ
む
上
般
市
民
勺
（
V
H
V
C
M
O

の
S
2
0
で
あ
る
Q

ポ
ポ
ロ
＠
グ
ラ
ヴ
ゾ
は
ま
・
た
ト
ペ
組
合
〉
吋
叶
伊
豆
口
ぬ
ね
な
円
め
の
メ
ン
バ
ー
で
も

あ
る
。
、
グ
ラ
シ
デ
ィ
と
ポ
ポ
ロ
・
グ
一
ブ
ヴ
ソ
の
封
掴
立
は
思
純
巴
は
進
行
せ
歩
、
そ
の
釣
抗
の
渦
巾
・
に
、
さ
ら
に
第
三
勢
力
と
し
て
の
下
級
市
民

同

V
C
H
V
G
目。戸内戸口広叶〈）

の
う
ご
き
が
か
ら
ひ
リ
一
本
ポ
官
＠
ミ
ヌ
ト
は
小
商
人
、
手
工
業
組
合
心
職
人
、
賃
金
労
的
者
一
乞
ふ
く
む
、
い
わ
ゆ
る
小
組

A
A

口
〉
吋
昨
日
足
宮
戸
村
山
の
も
の
た
ち
で
あ
ろ
。
と
れ
ら
鼎
立
す
る
三
ヅ
の
勢
力
M
M
E
D

よ
う
に
組
合
わ
さ
れ
、
ま
た
イ
タ
リ
ア
都
市
特
有
の
政
守

AU2の
よ
う
に
展
開
さ
れ
る
か
は
．
具
休
・
川
忙
は
宅
都
市
に
よ
っ
て
こ
と
な
ん
J

て
い
ら
ο

と
こ
ら
で

守
へ
き
こ
と
は
、

イ
グ
日
ノ
ア

V 

宰
的
と
し
て
、
こ
の

の
設
争
が
し
ば
し
ば
ゲ
ル
フ
封
ギ
ベ
リ
ン
の
M
M
を
と
る
こ
と
で
あ
る
。

一
般
的
に
は
、
グ
ラ
ン
デ
ィ
は
そ
の
出
身

の
故
に
ギ
ペ
リ
ン
で
あ
り
、
け
が
J

小
口
は
グ
ラ
ン
デ
ィ
川
ノ
ギ
ベ
リ
ン
に
釘
抗
ず
る
と
い
う
立
味
で
ゲ
ル
フ
で
あ
る
こ
と
は
官
然
ぜ
あ
る
が

し
元主

し
都
市
の
誕
宰
に
あ
ら
わ
れ
お
ゲ
ル
フ
、
ギ
ベ
リ
ン
は
本
一
郊
の

詫
臼

壁
な
あ
到
立
杓
の
表
示
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
う
で
そ
れ
ど
れ
の
勢
カ
の
都
市
町
の
連
絡
が
な
い
の
示
通
常
で
あ
っ
て
、
そ
の
府
一
分
も
寸
志
た

自
主
町
民
と
い
う

乞
し
ぼ
し
ば
失
っ
て
、
白
と
黒
と
い
う
よ
う
な

具
牝
的
に
は
明
酪
で
な
い
場
合
沢
一
多
い
の
で
あ
る
。

さ
て
グ
ラ
ン
デ
ィ
釘
ポ
ポ
ロ
の

の

』ま

ω
十
日
記
的
殻
い
ほ
な
背
去
に
負
う
ボ
ポ
ロ
の
勝
利
に

7
9
D

立
斗
hxMη

J
4
1
l
i
L
 
い
で
J

の
ツ

て
、
多
く
の
都
市
V

れ
な
い
で
グ
ラ
ン
デ
ィ
は
潮
吹
都
市
行
政
の
判
外
に
出
い
や
ら
れ
る
ο

た
と
え
ば
グ
ラ
ン
ヂ
ィ
に
釘
一
ず
る
ポ
ポ
ロ
の
決
定
的

友
勝
利

k
し
め
す
も
の
と
し
て
、

フ
ロ
レ
ン
ス

k
h
o
い
て
一
二
九
一
一
一
年
斡
や
ら
れ
た

の
規
定
」

O
コロロ（古川
O
H
M
S
Y刀
江
向
。
が
ゐ
」
山
口
プ

中
世
都
市
仁
お
け
る
市
民
と
政
治

4
1
r
u
 

ま
斗
／
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中
世
都
市
に
お
け
る
市
民
主
政
治

六
O

ロ
レ

γ
ス
に
h

掛
け
る
グ
ラ
シ
デ
イ
劃
ポ
ポ
ロ
の
黛
争
は
十
三
世
粗
末
ポ
ボ
ロ
の
勝
利
に
い
阿
し
、
二
十
一
の
組
合
の
連
合
体
が
市
攻
機
闘
を
占
め

た
の
で
あ
る
が
、
ポ
ポ
ロ
の
政
府
は
前
記
D
公
安
令
百
ケ
僚
を
制
定
し
て
グ
ラ
ン
デ
ィ
に
謝
し
て
壊
滅
的
な
打
撃
を
あ
た
え
た
。

定
」
立
法
の
趣
回
目
は
、
市
の
公
安
、
秩
序
を
維
持
す
る
勺
た
め
と
あ
る
夕
、
品
目
っ
て
市
の
公
安
に
有
害
で
あ
っ
た
と
い
う
理
由
で
、
グ
ラ
ン
デ
イ

「‘

E
義
の
規

の
一
一
一
十
七
家
族
は
永
久
に
政
情
的
能
力
を
う
ば
わ
れ
、
且
う
同
僚
令
は
市
政
府
に
‘
市
の
公
安
に
危
険
性
あ
り
と
推
定
さ
れ
る
家
族
を
指
定
し

で
追
放
す
る
擢
利
を
あ
た
え
て
い
る
o
と
れ
に
よ
っ
て
、
フ
口
レ
ン
ス
に
な
け
る
吐
曾
的
勢
力
と
し
て
の
グ
ラ
ン
デ
ィ
は
ま
っ
た
く
解
件
し

H
U
 

売。
ポ
ポ
ロ
の
勝
利
を
し
め
ず
例
は
フ
ロ
レ
シ
ス
に
あ
る
ば
か
り
で
は
な
い
。
フ
ロ
レ
シ
ス
に
た
け
る
「
主
義
の
規
定
」
の
護
布
よ
り
さ
か
の
ぼ

る
と
と
十
七
年
の
一
二
七
七
年
に
は
、
シ
エ
ナ
で
、
グ
ル
フ
の
商
人
だ
け
が
市
政
機
関
で
あ
る
「
三
十
六
人
評
議
曾
」
の
被
選
皐
構
を
も
っ
と

規
定
さ
れ
て
な
り
、
ベ
ル

i
デ
ア
で
も
、

一コ一

O
六
年
グ
ラ
ン
デ
ィ
は
市
醸
合
に
品
入
を
禁
止
さ
れ
、

一
三
六
六
年
に
は
さ
ら
に
す
べ
て
の
グ

ラ
ン
デ
ィ
の
姓
名
山
川
公
簿
（
赤
書

F
F
2
8叫問。）

κ記
銭
さ
れ
、
グ
ラ
ン
デ
ィ
D
法
規
違
反
・
は
、

陸
臼

と
と
が
規
定
さ
れ
る
友

E
．
す
べ
て
ポ
ポ
ロ
の
勝
利
を
物
語
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
G

一
般
市
民
D
二
倍
の
懲
罰
が
加
え
ら
れ
る

そ
も
そ
も
イ
タ
ロ
ア
都
市

D
R治
組
織
の
運
用
機
関
は
ア
ル
テ
イ
（
組
合
〉
の
合
同
舎
議
匂
ミ
］

ω
8
3
g
及
び
代
表
者
合
誌
の

ogh目。、

と
と
に
後
者
で
あ
っ
て
、
市
民
は
い
歩
れ
か
匂
組
合
に
嵐
し
、
組
合
を
還
し
て
市
政
と
つ
な
勺
’
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ポ
ポ
ロ
打
勝
利
の
の
ち

の
都
市
行
政
は
組
合
白
合
同
合
議
の
意
志
を
一
一
層
よ
く
反
映
す
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
こ
と
は
都
市
行
政
が
民
主
化
さ
れ
た
と
い
え
る
で
あ
る

う
o
と
い
う
こ
と
は
ポ
ポ
ロ
の
組
合
の
カ
が
均
衡
扶
態
に
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
と
の
ポ
ポ
ロ
の
政
府
k
h掛
け
る
諸
組
合

の
カ
の
均
衡
献
態
の
上
に
ポ
デ
ス
グ
句
。

α
2
E
が
出
現
す
る
の
で
あ
る
。

t
t
B
 

4

ん
も
ポ
デ
ス
グ
と
よ
ば
れ
る
官
僚
が
イ
タ
9
ア
諸
都
市
に
出
現
す
る
の
は
、
す
で
に
十
二
位
組
中
葉
に
さ
か
の
ぼ
る
の
で
あ
る
れ
寸
翠
一
の

市
政
執
行
者
と
し
て
の
性
格
を
明
確
に
す
る
白
は
十
三
世
以
降
で
あ
る
。
ポ
デ
ス
グ
の
同
有
の
性
格
は
、

一
言
に
し
て
い
え
ば
官
僚
で
る
る
。
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前
越
の
組
合
の
合
同
舎
議
ま
た
は
代
表
者
合
議
の
定
め
る
市
政
の
方
針
b
L
執
行
し
、
軍
隊
指
揮
に
も
あ
た
る
。
そ
の
市
政
執
行
に
つ
い
て
は
制

か
い
規
定
に
し
ば
ら
れ
て
い
る
。
法
規
の
制
定
は
あ
く
ま
で
組
合
の
舎
議
。
任
務
で
あ
っ
て
、
ポ
デ
ス
タ
は
法
規
の
一
章
一
保
と
い
え
ど
も
自

ら
の
カ
で
改
鍵
す
る
と
と
は
ゆ
る
さ
札
な
い
。
ポ
ゴ
ノ
ス
タ
は
形
式
的
な
位
置
と
じ
て
は
都
市
の
代
表
者
で
は
あ
る
が
、
合
議
内
一
決
定
と
コ
ン
ム

ー
ネ
の
法
滋
に
完
全
に
隷
従
し
て
い
る
。
市
政
は
ポ
ボ
ロ
の
に
ぎ
る
と
こ
り
の
で
あ
る
夕
、
ポ
ポ
ロ
・
グ
ラ
ッ
ソ
と
ポ
ポ
ロ
＠
ミ
ヌ
ト
の
封
立
が

あ
り
、
都
市
に
よ
っ
て
は
グ
ラ
ン
デ
ィ
ヮ
努
力
も
結
減
L
て
い
な
い
。
ボ
デ
ス
、
タ
は
を
れ
ら
っ
カ
の
均
衡
O
上
に
立
っ
て
い
る
わ
け
で
、
ポ
デ

ス
タ
O
不
黛
性
を
保
詮
す
る
た
め
に
、
十
三
世
紀
以
降
の
ポ
デ
ス
ク
は
資
格
審
査
官
段
重
で
‘
原
則
と
し
て
常
設
都
訂
作
－
外
部
川
騎
士
か
ら
え

ら
は
れ
る
。
さ
ら
に
ポ
デ
ス
タ
の
私
生
活
の
末
端
に
い
た
る
ま
で
、
細
か
い
ワ
ク
タ
は
め
ら
れ
る
と
と
が
あ
る
。
た
と
え
ば
ブ
官
レ
ン
ス
で

は
、
ポ
デ
ス
グ
は
な
ん
人
と
も
草
濁
で
曾
見
す
る
と
と
は
ゆ
る
さ
れ
な
い
し
、
同
一
人
と
過
度
に
舎
一
見
す
る
こ
と
を
ゆ
る
さ
れ
な
い
、
等
・
4

0

そ
し
て
通
常
一
年
D
任
期
経
過
後
、
ポ
デ
ス
グ
は
特
別
リ
委
員
合
盲
目
D
L
2
2
G

笹
崎る。

に
よ
っ
て
市
の
合
計
の
一
般
政
策
に
つ
い
て
監
突
を
う
け

こ
の
よ
う
に
、
ポ
デ
ス
グ
の
施
政
に
は
細
か
い
ヲ
タ
が
は
め
ら
れ
て
い
る
が
、
し
か
し
ポ
デ
ス
タ
に
は
緊
念
事
態
に
庭
す
る
た
め
に
、
非
常

犬
樺
と
も
い
う
べ
き
任
意
櫨
ロ
Z
2
2
〉
号
符
ユ
ロ
ヨ
が
あ
た
え
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
一
一
一
四
二
年
レ
ッ
ギ
オ
の
コ
ン
シ
リ
オ
は
、
都
市

内
の
平
和
を
恢
復
す
る
た
め
に
、
「
そ
D
欲
す
る
な
に
ご
と
を
も
な
し
う
る
擢
利
」
を
ゆ
る
し
た
し
、

一
二
五
二
年
ポ
ロ
ユ
ア
で
は
門
範
に
除

し
て
暗
殺
者
を
世
随
分
す
る
任
意
植
を
ポ
デ
ス
ク
に
あ
た
え
た
。
ま
に
一
二
五
九
コ
モ
で
は
、
都
市
内
で
な
か
さ
れ
た
あ
ら
ψ
る
犯
罪
、
暴
行
乞

＃↑自’
a

任
意
に
麗
分
す
る
任
意
樺
唱
’
ポ
J

ア
ス
グ
に
あ
た
え
ら
れ
て
い
る
A

ポ
デ
ス
タ
が
猫
裁
者
と
し
て
の
地
位
Z
Mめ
る
の
は
、
乙
白
任
意
棋
を
手
が
か
り
と
し
て
で
あ
っ
た
。
ポ
デ
ス
ク
は
任
意
擦
を
流
用
し
亡
し

ば
し
ば
法
規
を
超
え
て
行
動
し
．
旦
四
七
の
任
期
を
ほ
し
い
ま
ま
に
延
長
し
て
し
ば
し
ば
終
身
制
に
し
た
と

E
は
、
ボ
デ
ス
グ
の
位
置
を
皐
な
る

官
僚
か
ら
一
歩
前
進
さ
せ
る
と
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
十
三
世
組
後
停
、
イ
タ
り
ア
諸
都
市
に
た
い
て
グ
ル
フ
、

ギ
ベ
リ
ン
の
政
守
が
一
一
際
総

中
世
都
市
に
お
け
る
市
民
と
政
治

ノ、
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中
世
都
市
に
お
け
る
市
民
と
政
治

ム／、

同
店
し
、
危
機
感
が
う
す
ら
ぐ
と
、
ポ
デ
ス
ク
何
人
の
構
成
に
封
ず
る
危
慎
が
切
質
と
な
っ
て
、
ポ
デ
ス
グ
白
樺
力
抑
制
へ
の
機
運
が
あ
ら
わ
れ

て
来
た
。
た
と
え
ば
ボ
ロ
－
一
ア
や
が
ノ
イ
セ
ン
ツ
？
で
は
、
過
去
三
年
の
問
に
ポ
デ
ス
タ
の
職
に
つ
い
た
も
の
の
再
選
を
禁
止
す
る
法
規
が
新
た

に
制
定
さ
れ
〈
一
二
五

O
）
、
パ
グ
ィ
ア
で
は
ポ
デ
ス
ク
再
選
。
動
議
を
提
出
し
た
も
の
の
属
刑
〈
一
二
七
七
）
、
さ
ら
に
組
合
全
体
合
議
に

沿
い
て
ポ
デ
ス
ク
に
沿
い
て
ポ
デ
ス
グ
濯
拳
の
際
に
不
穏
の
翠
舗
が
醸
成
さ
れ
る
と
と
を
強
防
す
る
た
め
．
賛
否
の
京
高
ど
口
頭
で
表
明
す
る

こ
と
が
禁
止
さ
れ
、
秘
密
投
開
叫
に
よ
る
べ
き
こ
と
ポ
改
め
て
規
定
さ
れ
た
。
ま
た
ボ
ロ
ニ
ア
で
は
、
コ
シ
、
v
リ
オ
に
な
げ
る
ポ
デ
ス
グ
選
風
情
。

際
、
前
任
ポ
デ
ス
グ
の
影
響
力
が
選
皐
人
に
及
ぶ
こ
と
を
諜
防
す
る
措
置
、
前
越
の
監
査
委
員
食
の
手
韻
の
省
略
や
任
立
構
授
輿
を
、
限
ら
れ

た
目
的
、
期
間
で
あ
っ
て
も
禁
止
す
る
法
規
制
定
等
々
。

今
一
つ
、
ポ
デ
ス
グ
内
擢
力
を
抑
制
す
る
手
段
と
な
っ
た
の
は
カ
ピ
タ
ニ

。
釦
立
Z
E
n
一
撞
顕
で
あ
る
。
カ
ピ
グ
一
一
は
宅
後
期
に
な
い
て
は

市
民
軍
指
揮
の
賓
際
に
あ
た
る
人
物
で
あ
り
．
さ
ら
に
そ
の
任
務
が
撲
大
さ
れ
て
一
般
行
政
に
わ
た
る
こ
と
と
な
っ
た
日
1

．
は
じ
め
は
一
般
に
・

組
合
白
代
表
者
で
あ
っ
た
U

組
合
代
表
者
と
し
て
‘
組
合
か
ら
徴
集
さ
れ
編
成
さ
れ
る
市
民
軍
の
指
揮
設
と
な
る
と
こ
ろ
か
ら
カ
ピ
グ
一
一

指

揮
者
。
意
）
の
名
綿
も
ゐ
こ
る
む
で
あ
る
が
、
ぞ
の
位
置
か
ら
い
つ

τ．
下
居
市
民
た
る
ポ
ポ
ロ
・
ミ
ヌ
ト
の
勢
力
を
背
景
と
す
る
こ
と
が
多

v、。
ポ
デ
ス
タ
の
撞
頭
は
、
騎
土
貴
族
た
る
グ
ラ
シ
デ
イ
に
封
ず
る
市
民
勢
力
ポ
ポ
ロ
の
勝
利
を
意
味
す
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
が
、
ポ
ポ
ロ

政
擢
の
代
表
者
た
る
ポ
デ
ス
タ
は
結
局
上
級
市
民
た
る
ポ
ポ
ロ
・
グ
ラ
胃
ソ
を
地
盤
と
し
℃
い
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
と
で
ポ
ポ
ロ
・
ミ
ヌ
ト
を

背
景
と
す
る
カ
ピ
タ
ι

の
撞
頭
は
、
上
級
市
民
に
劃
す
る
下
級
市
民
、
す
な
わ
ち
い
わ
ゆ
る
ギ
ル
ド
勢
力
の
反
捜
を
意
味
す
る
も
の
と
見
て
よ

い
で
あ
ろ
う
。

カ
ピ
タ
品
は
ポ
デ
ス
グ
白
樺
力
を
控
制
す
る
。
と
こ
る
で
、
元
来
ポ
デ
ス
ク
は
か
な
ら
や
し
も
単
一
白
人
物
で
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
複
敷

D
場
合
も
し
ば
し
ば
あ
っ
た
。
そ
と
で
ポ
デ
ス
夕
、
カ
ピ
グ
一
ケ
を
ふ
く
ん
で
、
市
政
は
二
頭
政
治
、
三
頭
政
治
の
蹴
態
を
現
出
す
る
。
た
と
え
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ツ
ソ
乞
地
盤
と
す
る
毛
ル
タ
葉
、
ポ
ボ
ロ

ば
十
三
世
紀
米
の
ミ
ラ
ノ
で
は
、
未
だ
勢
力
を
泊
悼
し
つ
く
さ
な
い
グ
ラ
シ
デ
イ
を
地
盤
T

と
す
る
ん
問
、
一
誠
派
（
コ
ン
シ
リ
オ
）
、

イ
タ
リ
ア
諸
都
市
の
料
品
争
は

ホ
ボ
ロ
・
グ
ラ

－
ミ
ヌ
ト
ど
地
盤
と
す
る
聖
ア
ン
プ
ロ

i
ズ
露
。
三
派
炉
開
立
し
た
。

伏
然
た
る
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
そ
の
実
争
の
な
義
は
、
騎
士
貴
族
封
上
級
L
ぃ
民
心
封
抗
同
係
心
意
味
は
稀
持
と
な
り
、

L
L一
板
市
民
汁
下
波
市

民
の
劉
抗
関
係
守
主
国
と
な
ハ
J

て
一
来
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

z主
1 

認印
H

4
司自
U
2・
日
目
的

g
主
。
2
ロ
品
吋
山
田
凶
門
同
角
川
口
N
一回目。日口白ロ
0
5

町田（
N
司
四
日
円
四
〈
叩
吋
包
叩
廿
門
仲
間
〉
口
出
回
mmwwZUU3
笥
〉

σ叶四日ロ
H
M
m
p

ω－
E
品！
l
会｝］・

設
4
品
世
間
川

招
稿
「
西
洋
中
世
話
市
の
怒
史
地
均
問
中
十
的
考
祭
一
（
毘
申
九
時
半
研
究
第

七
念
第
十
一
説
）

一
：
中
年
階
町
叫
が
増
大
し
段
。
一
市
川
正
共
に
努
力
を
接
待
し
て
い
る
の

に
‘
貴
族
は
徐
々
に
退
却
し
て
中
等
階
紋
に
尽
隠
し
た
。
町
や
プ
ル

ク
に
定
住
し
て
い
る
騎
土
に
ち
は
・
こ
の
古
い
旬
塾
の
軍
事
的
重
要

性
が
消
滅
し
た
の
ち
は
、
長
年
そ
こ
に
居
位
す
る
理
由
を
も
た
な
か

っ
た
o
タ
く
も
ヨ

I
ロ
山
ン
パ
北
部
で
は
、
農
村
に
引
退
し
町
在
去
る

と
い
う
肝
白
な
る
傾
向
が
あ
ら
わ
れ
た
o
た
だ

4
ダ
り
ア
と
フ
ラ
ン

ス
南
部
に
お
い
て
の
み
は
、
賞
放
が
町
。
中
に
住
宅
を
も
ち
U
J

・Aγ
件り

た
υ

」
（
ピ
レ
ン
ヌ
＠
今
来
諮
西
洋
中
世
都
市
後
一
淫
史
）

同
の
山
ぺ
仲
口
市
吋
h
G門口出門悼の『
B
巾
ロ
門
同
日
円
四
口

guと
田
口
町
四
ロ

ω仲
間
向
洋
二
国

民
参
照

土
地
所
有
者
の
都
市
居
住
は
地
中
海
世
界
の
共
通
現
象
で
シ
シ
P

ア
ー
ス
ベ
イ
〉
な
ど
で
は
今
日
で
も
そ
う
で
あ
る
o

開
・
開
ロ
ロ
⑦
口
一
司
門
町
財
閥
由
曲
口
即
日
口
げ
同
叩
仏
四
円
巾
戸
円
A
U
H
M
m
w
H

田
口
町
叩
ロ
伯
仲
N
H

仏
F

2 3 4 5 6 

中
世
都
市
に
お
け
る
市
民
と
政
治

7 

一
日
記

rω
・凶～
v
H

ム公丘町一

抱
一
稿
一
ド
イ
ヴ
中
世
都
巾
内
貴
族
自
慢
」
（
火
山
知
五
一
卜
集
結
念
競
）

参一岡山
第
rl
章
参
照

一
日
一
都
一
市
内
に
定
着
し
い
い
町
一
ト
L

R

は
山
政
は
段
位
v
T勺吋同日比）戸時叫勺ロ

rs

に
よ
っ
て
し
ば
ら
れ
る
o

（
開
・
円
山
口
口
mhy
同園田・

0
・
ω・
参
照
）
そ

の
結
果
市
以
と
の
婚
姻
も
生
ま
れ
る
υ

こ
れ
に
反
し
、
北
欧
都
市
、

た
と
え
ば
ケ
ル
U

で
は
市
い
い
の
子
女
山
昔
、
決
」
（
山
婚
姻
を
禁
ぜ
ら
れ

て
い
る
O

（〉・ロ・

0
・
ω－
M
き
参
阿
川
）

H
M

円
四
三
百

C
2
0
a－
前
知
陶
竜
門
参
加

向
ま
た
一
一
保
も
員
総
の
飾
り
も
な
く
、
一
山
入
口
も
な
い
r
、
一
り
J
t
y

他

に
重
な
る
よ
う
に
高
〈
そ
び
え
る
店
初
、
ム
火
九
判
〕

ω
悶
壁
Q

乙
の
工
う

な
パ
ケ
物
の
工
う
た
翠
ギ
ミ
キ
ア
ノ
の
け
に
し
引
な
ド
三
世
相
仙
の
フ
ロ
レ

シ
ス
に
想
像
す
る
と
と
が
で
き
る
o

そ
乙
に
前
’
ー
が
そ
の
護
衛
の
土

と
共
に
居
住
す
る

i
・」可－
M

出口口刊

p
p出・
0
・
ω－
M
訟

百

r
・円

V02三
回
片
山
日
山
由
巴

2
5
司
吉
田
口
百
円
S
官
庁
宮
口
伊
丹
目
、

ω・
M
G
］

参
照
日f
向
・
〈
e

わ
い
出
品
目
、
冨
〉
－
一
、
同
町
田
自
由
品
目
白
く
臼
］

Q
q込山門冊、

z
b
w

M
i
印
H
A
い
同
・
一
参
間
山
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中
世
都
市
に
お
け
る
市
民
主
政
治

13 

と
の
経
過
は
他
の
イ
タ

F
ア
都
市
に
お
い
て
も
見
ら
れ
る
o
た
と
え

ば
ボ
ロ
品
ヤ
で
は
。
包
山
口
問
曲
目

ngH富
山

B
M
が
愛
せ
、
U

る
。
同
）
C
円
四

ロH
P

曲。・

ω－
M
H
U
1

宮
－
〈
－

Q
R
E
前
掲
書

阿
川
町
四

Jq
日昨日。円円。ロ、同
y
い

U
U
－H

ポ
デ
ス
タ
の
名
穏
は
、
皇
居
ω
が
帝
縫
代
行
者
と
し
て
司
O
仏

g
g
回目

16 ]5 J 4 

六
回

匂
品
川
内
氏
。
『
目
白
を
設
け
た
の
に
は
じ
ま
る
o
ポ
ダ
ス
タ
の
登
場
は
十
一
一

世
犯
に
さ
か
の
ぼ
る
が
、
権
威
左
増
ず
の
は
十
三
世
紀
活
字
で
る

る
o
通
常
要
求
さ
れ
る
資
絡
は
、
首
該
都
市
に
関
連
主
も
た
ぬ
乙

k
、
名
門
た
る
こ
と
、
名
産
高
き
人
た
る
こ
と
、
三
十
五
歳
上
た
る

こ
と
、
法
律
に
通
暁
す
る
ζ

と
等
。

日
諸
冨
・
〈
・
の
日
開
門
W
叩
・
前
掲
委
参
照

ポ
ポ
ロ
政
権
下
白
都
市
で
は
、

一
切
の
公
的
機
闘
は
ポ
ポ
ロ
＠
グ
ラ
ッ
ソ
の

W
ぎ
る
と
と
る
で
あ
り
、
ボ
デ
ス
夕
日
目
市
政
執
行
り
任
に
あ
た

っ
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
で
都
市
の
政
情
が
安
定
し
た
の
で
は
な
く
、
黛
争
は
依
然
主
し
て
つ
き
な
い
。
イ
グ

F
ア
都
市
の
と
の
露
守
の
意
味

は
、
十
四
世
組
以
後
に
な
る
と
，
ポ
ポ
ロ
劃
グ
ラ
シ
デ
イ
の
封
抗
関
係
か
ら
、
ポ
ポ
ロ
腸
グ
ラ
ッ
ソ
封
ボ
ポ
ロ
・
ミ
ヌ
ト
の
謝
抗
関
係
へ
と
轄

化
じ
た
。
ポ
ポ
ロ
＠
ミ
ヌ
ト
は
前
述
し
た
よ
う
に
、
小
組
・
台
の
職
人
、
日
傭
M
労
働
者
そ
む
他
雑
多
な
貧
民
を
ふ
く
ん
だ
下
暦
市
民
で
あ
る
。
し

か
し
階
統
的
勢
力
と
し
て
は
バ
ラ
バ
ラ
白
と
の
祉
曾
唐
が
、
と
き
に
は
ま
と
ま
っ
た
政
治
的
動
き
を
す
る
こ
と
が
あ
り
、
十
四
世
紀
以
後
の
イ

タ
ロ
ア
諸
都
市
の
政
治
黛
争
に
は
常
に
ポ
ポ
ロ
・
ミ
ヌ
ト
の
勢
力
が
動
い
て
い
る
。
そ
の
よ
い
例
が
一
三
七
八
年
に
フ
ロ
レ
ン
ス
で
ゐ
こ
っ
た

チ
尤
ン
ピ
の
乱
で
あ
る
。

チ
オ
シ
ピ
D
凱
は
都
市
宮
局
予
食
塩
等
の
食
品
に
間
接
税
を
課
し
た
こ
と
、
外
部
か
ら
低
廉
な
る
弊
働
力
を
移
入
し
た
こ
と
骨
一
下
居
市
民
白

と
グ
一
フ
シ
デ
イ
の
捷

不
識
を
買
っ
た
こ
と
を
直
接
原
因
と
し
て
勃
獲
し
た
。
市
政
府
は
ポ
ポ
ロ
・
グ
ラ
ッ
ソ
の
ア
ル
ぢ
ッ
チ
一
波

k
p
H
E
N
N
H
 

存
勢
力
の
連
合
勢
力
が
支
配
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
叛
飽
寧
の
首
領
ラ
ン
ド
富
山
の
F
O向
島

rs含
は
数
日
の
鞍
闘
後
市
政
府
主
丙
領
し
、
ゴ

シ
フ
ア
ロ
－
一
エ
の
位
置
に
つ
き
、
フ
ロ
レ
ン
ス
で
は
ポ
ポ
ロ
・
ミ
ヌ
ト
白
政
擦
が
成
立
し
た
。
’
と

D
チ
オ
ン
ピ
叛
胤
は
ア
ル
ピ
ッ
チ
一
況
の
政
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敵
で
あ
り
同
じ
く
ポ
ポ
ロ
・
グ
ラ
ッ
ソ
に
嵐
す
る
メ
ヂ
チ
家
（
官
、
玉
は
サ
ル
ヴ
ェ
ス
ト
ロ
）
と
リ
ッ
チ
安
心
使
枇
駄
に
上
る
も
の
で
、
ポ
ポ
ロ
・

ミ
ヌ
ト
の
政
樺
は
ポ
ポ
ロ
・
グ
ラ
ッ
ソ
の
反
革
命
に
や
ぶ
れ
、
短
時
日
の
う
ち
に
崩
壊
し
て
、
ア
ル
ビ
ッ
チ
一
恨
の
政
権
が
復
活
し
た
。

陸
ー

チ
オ
シ
ピ
の
知
見
一
た
い
て
は
ポ
ポ
ロ
・
ミ
ヌ
ト
伊
一
部
の
ポ
ポ
ロ
・
グ
－
フ
ッ
ソ
に
利
用
さ
れ
た
と
も
見
う
る
で
あ
ろ
う
ら
し
か
し
ボ
ポ
ロ

・
ミ
ヌ
ト
予
知
…
踊
し
え
な
い
一
勢
力
と
し
て
成
長
し
た
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
o

ま
た
ポ
ポ
ロ
・
グ
ラ
ッ
ソ
の
諸
組
合
の
あ
い
だ
に
黛
争
が
結

え
な
い
こ
と
は
チ
オ
ン
ピ
の
鋭
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
か
く
て
は
て
る
こ
と
を
知
ら
な
い
諸
都
市
白
繋
争
、
と
い
う
環
境
白
下
に
個

人
の
調
裁
制
で
あ
る
シ
ニ
ョ

l
ル
制
的
背
ロ
ミ
宮
沢
成
立
す
る
o
市
民
は
都
市
の
平
和
の
た
め
に
悩
人
の
楳
戚
に
希
望
を
托
す
る
か
げ
で
あ

る。

γ
一一ョ

l
ル
各
倒
人
の
出
自
や
起
原
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
ポ
デ
ス
ク
あ
る
い
は
カ
ピ
タ
ニ
の
措
力
侃
E

撞
大
し
て
シ
ニ
ョ

l
ル
と
な
る
こ

と
も
あ
り
、
ポ
ボ
ロ
＠
グ
ラ
ッ
ソ
の
商
人
、
金
融
業
者
の
出
身
り
も
の
も
あ
る
。
フ
ロ
レ
ン
ス

D
メ
ヂ
チ
出
家
は
後
者
の
例
で
あ
る
。
そ
し
て
シ

ユョ

l
ル
と
い
う
稿
蹴
が
か
な
ら
や
し
も
と
ら
れ
や
ノ
、
依
然
と
し
て
ポ
デ
ス
夕
、
カ
ピ
グ
品
と
よ
ば
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
要
す
る
に
シ
一
一

ョ
p
ア
は
渦
裁
者
的
政
樺
を
さ
し
て
い
う
の
で
あ
る
。
北
伊
の
五
穴
シ
一
一
ョ

i
ル
と
い
わ
れ
る
カ
ラ
ラ
、

エ
ス
一
ア
、
ゴ
シ
ツ
ア
ガ
、

ス
カ
ラ
F

ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
ィ

D
諸
家
族
の
う
ち
、
ポ
デ
ス
タ
出
身
は
エ
ス
テ
家
だ
け
で
あ
っ
た
。

シ
ニ
ョ

l
ル
は
都
市
の
会
擢
力
を
掌
握
す
る
濁
裁
者
で
あ
っ
た
。

シ
一
一
ョ
l
ル
の
行
詩
は
都
市
の
全
法
規
に
拘
束
さ
れ
歩
、
彼
ド
協
ほ
す
る
政

令
は
法
規
に
優
越
し
た
効
力
を
も
っ
た
。
シ
ニ

7
l
ル
の
擢
力
の
下
で
、
市
政
の
審
議
機
闘
で
あ
っ
た
コ
シ
シ
リ
オ
は
存
在
理
由
を
薄
く
し
、

そ
の
メ
ン
パ

γ
の
教
は
減
少
し
、
そ
の
選
皐
制
は
鹿
止
さ
れ
て
シ
ェ
ョ

I
ル
の
指
名
と
さ
え
な
っ
た
。
ま
た
シ
一
一
ョ
l
ル
白
職
は
世
襲
制
と
な

り
男
系
白
相
槙
者
に
惇
え
ら
れ
る
が
、
し
か
し
形
式
的
に
は
選
事
制
が
と
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
シ
ニ
ョ

i
ル
の
宛
夜
直
後
、
コ
ン
シ
ワ
オ

に
烏
け
る
鼓
選
、
つ
い
で
全
僅
食
議
た
る
パ
ル
ラ
メ
ン
ト
の
批
准
と
い
う
臨
序
を
ふ
み
、
え
ら
ば
れ
た
シ
ニ
ョ

1
ル
は
そ
白
樺
成
の
銃
後
と
し

て
生
と
市
白
鍵
を
う
け
る
。
し
か
し
こ
う
し
た
選
奉
も
シ
品
ョ

1
ル
の
世
襲
化
と
と
も
に
、
形
式
と
化
す
る
こ
と
を
ま
ぬ
が
れ
は
い
。
世
襲
制

の
原
理
は
シ
一
一
ア
ー
ル
が
後
稽
者
と
の
共
同
統
治
口
。
ロ
向
。
E
E宮
日

を
．
或
は
後
植
者
指
名
擦
を
承
認
さ
せ
る
こ
と
か
ち
は
じ
ま
る
が
、
ま

中
世
都
市
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お
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る
市
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と
政
治

六
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中
世
都
市
に
お
け
る
市
民
主
政
治

た
シ
エ
ョ

i
ル
選
奉
が
後
継
者
指
名
権
を
ふ
く
ん
で
行
わ
れ
る
と
主
が
る
る
。
た
と
え
ば
一
一
一
一
二
八
年
マ
シ
ツ
？
の
口
イ
シ
ウ
ス
＠
ゴ
ン
ツ
ア

ガ
円
。
宮
古
叩
ぬ
O
口
N
何
回
関
山
が
カ
ピ
グ
ユ
と
し
て
選
出
帯
さ
れ
た
時
、
彼
は
都
市
の
樺
威
b
L
代
表
す
る
樺
利
と
後
植
者
指
名
擦
と

註
2

ら
れ
て
い
る
。

に
あ
た
え

シ
品
ョ

l
ル
が
市
政
に
関
し
濁
裁
樺
を
行
使
す
る
一
例
と
し
て
つ
ぎ
白
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
ト
レ
ヴ
イ
ゾ
の
カ
ミ
ネ
シ

め
ωロユロゆ曲目

:f;': 

シ
ニ
ョ

I
ル
に
選
任
さ
れ
た
時
、
つ
ぎ
D
よ
う
な
政
令
が
護
せ
ら
れ
た
。

「
ト
レ
ヴ
ィ
ゾ
の
市
の
行
政
に
あ
た
る
ポ
デ
ス
タ
ま
た
レ
グ
タ

l

吋
め
の
件
。
吋
、

そ
の
司
法
官
吏
、
兵
士
、

下
僚
D
す
ぺ
て
は
ゲ
ル
フ
た
る
べ
く
、
ト
レ
ヴ
ィ
ゾ
市
及
び
そ
O
支
配
地
心
力
ピ
グ
一
一
た
る
刃
ミ
ノ
卿

の
黛
な
よ
び
そ
白
露
奥
た
る
ぺ
し
。
こ
れ
を
欲
せ
歩
、
ま
た
は
反
封
を
こ
こ
ろ
み
る
も
の
は
斬
首
さ
る
べ
く
、
そ
の
全
財
産
は
ト
レ
ヴ
ィ
ゾ
。

コ
ン
ム

l
ネ
に
没
牧
さ
る
べ
し
。
」

シ一て一

I
ル
O
濁
裁
樺
は
、
市
民
の
段
構
に
よ
っ
て
成
立
し
た
令
法
的
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ト
レ
ヴ
ィ
ゾ
に
政
壌
が
お
－
こ
っ
て
前
記
つ
カ

ミ
、
ネ
シ
が
這
此
さ
れ
℃
の
ち
二
年
、
法
佳
に
な
い
て
カ
之
、
不

γ
の
年
が
同
わ
れ
た
時
、
多
く
の
市
民
の
詮
一
百
九
徴
さ
れ
た
。

， 
ヤu

は

カ
ミ
、
ネ
シ

O
シ
ニ
ヨ
ワ
ヤ
が
市
民
O
自
由
且
つ
慎
重
な
る
選
奉
の
結
果
で
あ
り
、
合
法
性
を
も
つ
こ
と
巴
つ
い
て
は
一
致
し
、
カ
ミ
ネ
シ
が
任

意
楼
を
行
使
す
る
徳
利
ど
も
っ
た
こ
と
ど
否
認
す
ろ
誰
人
も
い
な
い
。
た
だ
彼
が
擢
利
を
濫
用
し
（
入
市
柏
徴
集
棋
を
北
半
門
慣
に
反
し
、
出
γ
山
北
川
糊

人
に
あ
た
え
た
事
官
を
指
す
）
市
民
一
般
の
幅
祉
に
反
し
た
と
い
う
鮪
で
、
彼
の
施
政
は
容
認
し
が
た
い
こ
と
に
各
詮
人
の
詮
一
吉
は
一
致
し

た
。
そ
の
結
巣
、
カ
ミ
ネ
シ
白
政
一
府
は
市
民
の
授
擢
に
よ
っ
て
成
立
し
た
適
法
白
も
白
で
あ
る
が
、
伎
の
施
政
が
戸
川
口
の
期
待
と
幅
一
枇
に
反
し

た
と
い
う
こ
と
巴
審
理
が
落
ち
つ
い
た
ο

こ
の
審
理
の
結
果
に
あ
ら
わ
れ
た
市
民
の
政
治
理
念
。
基
底
広
人
問
主
擢
の
思
想
が
あ
る
こ
と
は
申

詫
S

シ
－
一
了
リ
ア
そ
の
も
心
は
市
民
の
承
認
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

す
ま
で
も
な
い
が
、

上
述
し
た
よ
う
に
、
ト
レ
ヴ
『
ゾ
の
町
で
は
碕
裁
者
刃
ミ
ネ
シ
恨
波
落
し
た
。
し
か
し
各
都
市
の
シ
一
一
ョ

l
ル
制
は
小
異
は
あ
る
夕
、
漸
次

地
歩
乞
閉
め
た
。

シ
ニ
ョ
リ
ア
の
地
歩
た
そ
の
よ
う
に
附
く
し
た
事
情
に
軍
隊
の
背
景
が
あ
る
G

十
三
、
四
世
記
は
イ
タ
リ
ア
諸
都
市
に
九
掛
け
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る
市
民
軍
か
ら
傭
兵
へ
白
轄
換
期
で
あ
っ
た
。
市
民
の
軍
役
忌
避
、
職
術
の
進
歩
が
し
か
ら
し
め
た
の
で
あ
っ
て
、
ロ
ン
バ
ル
デ
ィ
ア
白
、
、
ニ
フ

ノ
な
ど
で
は
師
に
十
三
世
紀
の
中
頃
に
劃
期
的
な
情
兵
制
。
採
用
が
あ
っ
た
が
、

一
般
に
は
マ
グ
ナ
・
ジ
ズ
マ

（
一
三
七
八

i
i
一
四
一
七
）

の
時
期
が
大
き
な
轄
換
期
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
と
こ
る
で
傭
兵
指
揮
者
た
る
ゴ
ン
フ
ア
ロ
一
一
エ
が
シ
ユ
ョ

l
ル
そ
の
人
で
あ
っ
た
場
合
も
あ

る
が
．
た
と
え
シ
一
一
ョ

l
ル
が
直
接
指
揮
者
で
な
く
て
も
、
傭
兵
を
私
兵
化
す
る
と
と
は
容
易
で
あ
っ
て
、
傭
兵
は
シ
ニ
ョ

l
ル
の
防
塞
と
な

っ
た
。シ
ユ
ョ
リ
ア
が
市
民
の
授
樺
に
よ
っ
て
成
立
し
た
こ
と
は
、
人
民
主
催
の
理
念
b
弘
法
認
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
市
民
に
鈎
す
る
卒
仕

詫
4

の
倫
理
的
義
務
を
課
す
る
こ
と
と
な
る
。
そ
こ
で
シ
ニ
ア
ー
ル
は
市
民
へ
の
奉
仕
の
義
務
を
ま
ぬ
が
れ
る
た
め
に
教
皇
、
皇
帝
に
む
す
び
っ
こ

う
と
し
た
。
す
な
わ
ち
み
歩
か
ら
白
樺
力
の
松
沼
を
教
皇
、
皇
帝
O
模
威
と
む
す
び
つ
け
て
・
教
皇
、
皇
帝
の
代
官

ぐ
片
山
門
戸
m
H

の
形
式
J

ピ
と

る
こ
と
を
求
め
た
。

か
く
し
℃
ミ
ラ
ノ
は
一
三
九
四

l
l九
五
年
皇
帝
グ
ェ
ン
ツ
ェ
ル
白
勅
蓄
に
よ
っ
て
公
園
と
な
り
、
そ
の
公
闘
の
君
主
躍
は
グ
ィ
ス
コ
ン
テ

ィ
家
に
保
詮
さ
れ
、

一
四
三
二
年
ジ
ギ
ス
ム
ン
ト
白
E
E官
は
ブ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
ゴ
ン
ツ
ァ
ガ
に
侯
家
の
桶
蹴
を
あ
た
え
た
Q

ま
た
一
四
五
二
年

エ
ス
一
ア
家
白
ボ
ル
ゾ
は
フ
リ
l
ト
リ
ッ
ヒ
三
世
帝
の
勅
書
で
壬
デ
ナ
な
よ
び
レ
ッ
ギ
オ
の
公
家
に
、
さ
ら
に
つ
づ
い
て
一
四
七

O
年
に
は
較
皐

註
5

・

の
手
に
よ
ワ
て
フ
ェ
ラ
ラ
D
代
官
職
を
あ
た
え
ら
れ
た
。
か
か
る
樺
威
の
授
興
、
封
建
的
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
へ
の
擬
制
的
結
合
は
、
常
に
長
子
相

簡
の
世
襲
制
左
前
提
と
し
、
封
建
領
主
と
類
似
し
た
政
治
的
位
置
が
出
現
し
た
。
と
の
傾
向
は
北
イ
タ
リ
ア
の
ロ
ン
パ
ル
デ
ィ
ア
に
は
じ
ま

り
、
い
わ
ゆ
る
五
犬
シ
ニ
ョ

l
ル
が
出
現
し
、
つ
い
で
中
部
イ
タ
リ
ア
に
及
ん
だ
o

中
部
イ
グ
リ
ア
の
諸
都
市
に
沿
げ
る
シ
ニ
ョ
リ
ア
の
出
況

は
多
く
の
場
合
教
室
の
ア
グ
ィ
ニ
ョ
ン
滞
在
中
〔
二
一
一

O
五

l
i
一
三
七
八
年
）
で
あ
ヲ
た
。
ト
ス
カ
ナ
は
猫
裁
制
に
移
っ
た
設
后
の
土
地

で
、
民
主
的
体
統
の
強
か
っ
た
ブ
ロ
レ
ン
ス
も
十
五
世
紀
白
中
頃
に
は
、
メ
ヂ
チ
家
の
濁
裁
制
を
受
容
せ
ざ
る
を
え
な
恥
っ
た
。
絹
裁
制
の
成

註

e

立
に
よ
っ
て
、
自
由
な
る
口
ン
ム

i
ネ
の
偉
統
は
死
滅
し
た
。

中
世
都
市
に
お
け
る
市
民
主
政
治
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岱
1 

中
世
都
市
に
お
け
る
市
民
正
政
治

六
八

2 

参
照
ω山
田
同
問
。
口
白
及
び
云
・
〈
・

2
m
H
M内
也
前
掲
書
参
濁

ト
レ
グ
ィ
グ
市
民
の
考
え
に
よ
れ
ば
、
シ
二
ヨ

F
ア
は
制
度
上
の
在

在
で
あ
っ
て
、
市
民
は
法
訟
に
工
っ
て
畑
制
裁
縫
巻
奥
え
た
の
で
あ

る。

ナ
オ
ン
ピ
ば
元
系
統
毛
商
人
を
意
味
し
た
が
、
持
じ
て
下
開
店
市
民
一

般
を
意
味
す
る
こ
と
に
な

U
J
K
。
叛
乱
の
お
と
っ
た
り
は
一
三
七
八

年
七
月
二
十
二
日
、
乙
の
日
市
際
舎
を
占
援
し
た
卒
命
軍
の
首
領
ラ

シ
ド
ば
一
日
品
？
の
関
フ
ロ
レ
ン
ス

ω
濁
裁
者
で
あ
っ
た
。
そ
の
闘
に

彼
は
新
憲
法
を
制
定
し
た
が
、
そ
れ
ば
サ
ル
グ
エ
ス
ト
守
二
ア
イ
・

メ
ヂ
ナ
と
の
協
力
に
な
る
も
の
で
、
市
民
一
般
の
平
等
参
政
権
を
約

す
る
と
い
う
極
わ
あ
て
日
民
主
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
従
来
ナ
オ

ン
ピ
す
な
わ
ち
然
組
縞
で
あ
っ
た
賃
金
労
働
者
が
あ
に
ら
し
い
一
一
一
つ

の
組
合
を
組
一
蹴
し
、
ア
ル
テ
ィ
・
？
？
ヂ
オ

p
、
ア
ル
テ
ィ
・
ミ
ノ

9
と
曹
と
も
に
新
政
府
民
る
九
人
の
プ

P
オ
P
を
三
分
し
た
。

約
一
ヶ
月
后
の
八
月
二
十
七
日
、
五
千
人
心
ナ
オ
ン
ピ
が
再
眠
時
起
、

ζ

の
擦
は
市
民
写
が
反
革
命
汲
に
つ
い
て
行
動
し
た
た
め
、
チ
オ
ン

ピ
は
無
惨
な
敗
北
に
お
わ
っ
た
。
ナ
オ
ン
ピ
の
市
政
調
占
は
こ
の
待

を
以
づ
て
お
わ
り
、
ポ
ポ
ロ
・
グ
ラ
ッ
ソ
の
勢
力
は
依
復
し
た
。

ナ
オ
ン
ピ
波
乱
の
大
西
買
に
引
い
て
は

F

の
・
円
・

ω
2
5
0ロ
魚
川

町

2
5
3、
え
忌
冊
目
片
丘
町
内
同
ロ
円
山
口
巴
豆
一
円
曲
目
ロ
昨
日
μ
巾
目
立
仏
日
問
国
内
叩
mF

四

以
上
、
イ
タ
リ
ア
諸
都
市
に
な
げ
る
市
民
自
治
の
形
態
、

3 4 

都
市
の
濁
裁
者
が
、
た
と
え
そ
の
寄
在
が
入
管
法
的
で
あ
る
う
と
も
、

役
。
行
銭
か
市
民
の
窓
閣
と
お
山
件
付
に
反
し
た
場
合
叶
司
自
円
民
主
よ

ば
れ
る
o

ん
合

ω
Z
5
0ロ
門
出
目
前
掲
害
容
照

M
L
ウ
ェ

1
パ
｜
け
古
典
ギ

p
u
ア
の
ポ
リ
ス
に
お
け
る
テ
ィ
ラ
ニ

！
の
出
現
と
中
世
イ
タ

F
ア
都
市
に
お
け
る
シ
ニ
ョ

l
ル
の
出
現
と

に
、
そ
の
批
合
的
基
調
慌
に
お
い
て
類
似
し
た
も
の
申
ぜ
認
め
て
い
る
Q

ま
た
シ
ュ
ョ

l
ル
が
紳
政
的
な
港
威
思
想
に
む
す
び
つ
｛
黙
と
ポ

P

ス
の
テ
ィ
ラ
ニ
！
？
l

が

2
0口
言
。
山
口
己
吉
田
に
接
成
母
托
す
る
駄
に

同
じ
契
機
を
認
め
て
い
る
O

〈
呂
・
名
目
U
m
門
的
論
議
夜
J

照
）

5 6 

い
い
か
え
る
と
市
民
と
政
治
の
関
連
の
理
還
の
概
要
を
辿
っ
て
来
た
。
巾
－
世
都
市

に
ち
拍
け
る
市
民
自
惜
の
機
椅
の
成
立
は
、
北
川
州
諸
都
市
に
沿
い
て
は
ほ
ぼ
十
二
、
一
一
一
世
紀
で
あ
っ
た
が
、
イ
タ
リ
ア
諸
都
市
に
な
い
て
は
少
し

く
卒
く
、
十
一
、
二
世
紀
で
あ
っ
て
、
と
も
に
十
五
、
六
世
組
に
展
開
を
格
え
た
o

し
た
が
っ
て

b
れ
わ
れ
の
考
察
の
封
裁
と
な
る
時
代
は
中

世
後
期
で
あ
っ
た
。
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北
欧
型
の
諸
都
市
で
は
、
出
百
問
裕
商
入
居
が
卒
く
市
政
機
闘
を
満
点
し
、
日
常
機
関
た
る
市
参
事
舎
で
は
貧
民
化
し
に
有
力
市
民
が
そ
の
メ
ン

パ
ー
の
位
置
を
山
居
し
て
、
特
定
家
故
に
よ
る
集
頭
政
治
が
成
立
し
た
ο
官
格
商
人
に
よ
る
市
政
機
関
聞
の
漏
出
と
い
ヴ
た
が
、
宜
は
封
建
領
主

に
封
抗
し
て
都
市
巳
治
を
建
設
し
た
主
酷
が
か
れ
ら
宵
裕
階
人
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
北
欧
型
諸
都
市
で
は
、
こ
の
お
裕
商
人
の
寡
頭
政
治

に
封
抗
し
て
、
十
一
一
一

f
紀
以
降
に
い
わ
ゆ
る
ギ
ル
ド
闘
争
m
b
と
う
た
Q

ギ
ル
ド
闘
争
は
上
級
市
民
白
都
市
支
配
に
挑
較
す
る
下
府
市
民
の
階

級
闘
争
の
外
観
を
呈
す
る
が
、
そ
白
賓
態
は
少
く
も
初
期
に
な
い
て
は
、
手
工
業
ギ
ル
ド
親
方
の
市
政
機
関
に
関
す
る
割
込
運
動
で
あ
っ
て
‘

後
期
に
い
た
っ
て
は
じ
め
て
ギ
ル
ド
の
職
人
そ
の
他
の
下
居
市
民
を
加
え
て
、
都
市
貴
践
の
寡
頭
支
配
そ
の
も
の
な
覆
え
さ
ん
と
す
ろ
配
食
遮

動
に
展
開
し
た
Q

そ
の
結
巣
は
ド
イ
ツ
西
南
地
方
や
フ
ラ
シ
ド
ル
の
諸
都
市
で
は
、
ギ
ル
ド
勢
カ
の
市
政
機
関
へ
の
割
込
は
成
功
し
た
が
、
都

市
費
践
九
時
折
顕
支
限
そ
の
も
の
は
、
さ
ま
で
ゆ
る
が
な
か
っ
た
。
同
募
顕
於
治
が
終
始
く
歩
れ
な
か
っ
た
知
か
ら
い
え
ば
、
北
欧
型
諸
都
市
に
お

け
る
政
内
生
活
は
平
静
で
る
り
、
市
民
引
政
治
に
興
味
を
抱
か
な
か
っ
た
か
の
ご
と
く
見
え
る
。
け
だ
し
古
典
ギ
リ
シ
ア
の
市
民
が
「
政
治

人
」
で
あ
っ
た
の
に
罰
し
て
、
中
世
市
民
ペ
す
ぐ
れ
て
「
経
済
人
」
で
あ
う
た
と
い
わ
れ
る
所
以
で
あ
ろ
う
G

し
か
し
中
世
市
民
が
経
済
人
で
あ
り
、
政
治
人
で
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
北
欧
型
都
市
に
つ
い
て
い
え
て
も
、
イ
ダ
リ
ア
一
一
刊
都
市
に
ハ
J

い
て
は
必
宇
し
も
あ
て
は
ま
ら
な
い
九
で
あ
る
。
上
に
見
て
来
た
よ
う
に
、
諸
階
居
の
あ
い
だ
D
黛
争
が
儲
烈
で
、
政
鰐
の
問
問
題
が
め
ま
ぐ
る

し
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
イ
タ
リ
ア
市
民
が
政
滑
に
強
い
闘
心
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
の
こ
と
ワ
少
く
も
一
つ
の
要
国
は
、
イ
タ

リ
ア
諸
都
市
九
九
一
騎
士
品
民
族
乞
擁
し
て
、
市
民
ハ
リ
階
居
構
成
が
複
雑
で
あ
っ
に
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
イ
タ
リ
ア
諸
都
市
白
白
山
市
踏
で

あ
る
コ

Y

ム
l
ネ
組
織
を
作
り
あ
げ
た
主
時
勢
力
は
、
と
の
騎
士
責
決
と
官
裕
商
人
で
あ
る
情
、
前
者
の
騎
七
賢
抜
が
初
期
の
コ
シ
ム

1
ネ
白

公
的
機
関
一
般
常
掌
握
し
た
の
で
あ
っ
た
。
と
の
騎
士
菅
挨
の
市
政
弱
点
に
劃
し
て
市
民
ボ
ポ
甘
吋
挑
戦
し
て
、
騎
士
費
放
の
市
政
猫
占
が
く

ゃ
れ
、
ポ
ポ
ロ
政
樺
、
す
な
わ
ち
富
裕
商
人
の
寡
頭
支
配
が
成
立
し
た
。
官
裕
商
人
の
寡
頭
支
配
と
い
う
黙
で
は
、
イ
グ
リ
ア
都
市
も
北
欧
型

都
市
と
こ
と
な
ら
な
い
が
、
後
者
に
な
い
て
は
そ
れ
が
ギ
ル
ド
闘
争
に
よ
っ
て
静
態
そ
の
も
の
を
費
え
な
か
っ
た
白
に
反
し
て
、
前
者
イ
グ
リ

中
世
都
市
に
お
け
る
市
民
と
政
治

4

、、，’
u

」ノ
d
ノ
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－
中
世
都
市
に
お
け
る
市
民
と
政
治

。

ア
都
市
で
は
、
下
居
市
民
の
政
情
的
登
場
に
よ
る
燥
烈
な
繋
争
は
、
つ
い
に
市
政
執
行
の
官
僚
あ
る
い
は
営
裕
市
民
を
母
胎
と
す
る
濁
裁
者
シ

日一ョ

1
ル
を
生
む
こ
と
に
な
っ
た
Q

と
の
都
市
消
裁
者
が
皇
帝
h
r
L

頂
黙
と
す
る
政
治
的
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
と
む
す
び
つ
い
て
、
封
建
君
主
の
擬
制

を
一
広
し
、
人

σ」

ω
つ
よ
い
共
和
闘
に
む
け
る
小
君
主
の
存
在
と
い
う
奇
異
な
る
現
裂
を
呈
し
た
Q

と
こ
ろ
で
同
じ
く
イ
グ
リ
ア
の
土
地
に
あ
り
な
が
ら
も
、
北
‘
中
部
イ
タ

F
ア
の
諸
都
市
と
政
指
的
構
誼
な
こ
と
に
し
、
む
し
ろ
北
欧
型
諸

都
市
に
近
い
型
を
示
し
た
の
が
グ
ェ
一
一
ス
で
あ
っ
た
。
ヴ
ェ
ニ
ス
は
そ
心
地
理
的
位
誌
が
東
一
々
に
偏
在
し
、
旦
ハ
J

大
陸
と
切
り
は
な
さ
れ
た
潟

湖
上
の
位
置
が
幸
し
て
、
皇
・
一
件
、
教
皇
の
支
配
の
外
に
立
つ
こ
と
が
で
き
、
し
た
が
っ
て
か
の
ヂ
ル
フ
、
ギ
ペ
F
Y
の
黛
品
す
に
も
閣
外
に
ゐ
っ

た
。
さ
ら
に
北
、
中
部
イ
夕
日
ノ
ア
の
諸
都
市
と
乙
と
な
っ
て
、
騎
士
一
一
骨
抜
一
の
移
入
が
す
く
な
く
、
か
h
リ
に
そ
れ
が
あ
っ
て
も
、
東
方
貿
易
で
繁

錯
し
た
商
業
市
民
が
感
一
倒
的
に
優
勢
で
あ
っ
た
に
め
、
そ
れ
に
釘
抗
す
る
勢
力
と
し
て
成
長
せ
や
＼

ギ
ル
ド
勢
力
も
ほ
と
ん
芝
政
情
的
に
勤
き

え
歩
、
富
裕
市
民
の
支
配
は
終
始
ゆ
る
が
な
か
っ
た
。

も
ち
ら
ん
、
ウ
ェ
エ
ス
に
沿
い
て
も
、
そ
の
政
治
的
理
化
を
辿
れ
ば
、
決
し
て
開
単
純
と
ば
か
り
は
い
え
な
い
か
、
し
か
し
そ
の

は
円
四
戸
裕
市

民
内
部
の
露
争
で
あ
ハ
J

て
、
営
裕
市
民
の
同
県
頭
支
配
そ
白
も
の
は
く
や
れ
な
か
っ
た
。
グ
ェ
エ
ス
の
政
治
的
援
化
を
辿
っ
て
見
ろ
と
、
つ
ぎ
の

＆
峨

ご
と
く
で
あ
る
。
ヴ
ェ
一
一
ス
の
コ
シ
ム

i
ネ
初
期
の
政
情
副
総
と
し
て
は
‘
コ
ン
キ
オ

m
U
O
R
古
あ
る
い
は
パ
ル
ラ
メ
ン
ト
と
よ
ば
れ
る
市
民

合
誌
が
あ
り
百
市

ω
代
表
者
と
し
て
ド

1
ジ
ェ
仏
O
ぬ
め
が
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
市
民
合
同
訟
は
名
民
的
な
存
在
で
、
市
政
は
資
質
的
に
は
ず
・
l

ジ
ェ
の
相
制
裁
で
、
そ
の
位
置
は
特
定
数
堤
挨
に
よ
っ
て
濁
占
さ
れ
た
o

そ
の
后
の
ヴ
ェ
一
一
ス
の
政
治
的
理
化
は
こ
の
ド
i
ジ
ェ
伯
楼
カ
抑
制
白

麿
史
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
一
一
七
二
年
に
生
ま
れ
た
犬
許
議
命
H
P
P
E
2
c
c口
氏
弘
吉

は
コ
ン
キ
オ
に
代
わ
る
市
民
組
織
で
、
コ
シ
キ
オ
よ
り
は
市
政
参

輿
の
賞
質
的
意
義
を
増
し
、
ま
た
市
政
執
行
の
機
関
と
し
て
、
ド
ー
ジ
ェ
訟
よ
び
二
十
六
の
部
局
の
長
か
ら
或
る
内
閣
が
生
ま
れ
た
こ
と
も
、

ド
1
ジ
L

の
擢
力
抑
制
D
た
め
の
理
化
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
宇
世
組
を
経
た
ゴ
コ
ご
ニ
年
に
、
大
評
議
舎
か
ら
、
そ
白
メ
ン
バ
ー
の
若
干
と
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首
級
官
吏
を
ふ
く
ん
だ
立
法
機
関
で
あ
る
元
老
院
（
セ
ナ

i
ト
ス
）
坑
J

分
化
し
、
つ
い
で
一
二
九
七
年
、
ア
イ
エ
ボ
日

ω
R
2
2
円
注
目
白
区
2
2
5古
日
古
川
一
な
こ
っ
た
Q

す
な
か
ち
大
評
議
会
の
メ
ン
バ
ー
た
る
資

斗目。円以。目。

の
陰
謀
事

件
を
契
機
と
し
て
、

「
犬
評
議
舎
の
閉
鎖
」

格
が
現
在
員
な
よ
び
そ
口
後
嗣
者
に
限
定
さ
れ
、
市
政
多
興
植
は
約
二
百
の
宮
商
の
特
樺
と
化
し
た
。
官
栴
市
民
の
寡
凶
政
治
が
形
を
整
え
た

わ
け
で
あ
る
が
、
し
か
し
こ
の
寡
頭
政
治
の
形
態
は
さ
ら
に
そ
の
後
若
干
の
捷
化
を
示
す
。

一
コ
二

O
年
に
成
立
し
た
十
人
合
議
ゎ
。
口
明
日
弘
吉
弘
巳
丸
山
σ
町
四
は
、
元
来
緊
念
時
に
帆
掛
け
る
元
老
院
勺
立
法
事
業
代
行
機
関
と
し
て
出
護
し

た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
大
評
議
舎
を
も
代
行
す
る
こ
と
に
な
り
、
符
来
よ
り
も
一
一
唐
つ
よ
く
し
何
ら
れ
た
数
の
特
定
従
般
の
寡
頭
支
問
機

開
予
成
立
し
た
の
で
あ
る
G

十
二

f
紀
米
以
来
の
ヴ
ご
一
ス
の
政
問
的
理
化
の
意
味
は

一
は
ド
l
ジ
ェ
の
摂
利
抑
制
の
動
き
で
め
り
、
今
一

つ
は
市
民
の
市
政
点
検
呉
を
去
り
強
く
限
定
す
る
た
め
の
勤
き
で
あ
っ
て
、
結
局
北
欧
型
都
市
に
し
ば
し
げ
見
ら
れ
る
十
人
合
議
ム
日
成
立
し
た
。

政
情
的
理
化
。
過
程
は
捜
雑
で
あ
っ
た
司
、
官
裕
商
人
の
宗
頭
支
配
を
打
ち
出
し
た
と
い
う
貼
で
、
ヴ
ェ
一
一
一
人
は
む
し
ろ
北
欧
型
都
市
の
グ
イ

ザ
に
入
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
本
稿
は
昭
和
二
十
八
年
九
州
史
思
舎
に
》
け
る
講
演
手
記
に
手
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
）

中
位
都
市
に
お
け
ふ
一
印
式
と
政
治

七
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The Citizens and Polity in medieval Cities 

by R. Imaki 

I have intended in this article to trace the cour:-;e of political. evolution 

in Italian cities. In northern cities the minorities of strong mercantile 

class h:1.d earlier established the olygarchic organ which administered the 

community. But in Italian cities "(:irandi" i. d., the territorial nobilities 

obstructed the prevalence of the mercantile c!ass, and the struggles 

between the proncipals we:-e complicated by the movement of lower 

citizens. The split in Patriciate caused ultimately the rice of signors, i. 

d., new executive officers who concentrated powers in the hands. 
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